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1 地域の概要

1.1 対象地域の範囲

本緒想の幻象地域の箱1州キエ 北海道鶴屑利と可‐る。
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図 本村の位置図

1.2 作成主体

本構想の行政土体積、北海道鶴居村とする、
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写真 {左)本村のカントリーサイン、(右) タンチョウの二大給餌場の一つとして知られる鞍見合



1.3 社会的特色

1.3.1 歴史 ・沿革

鶴居村杓:古くよりアイヌ民族が散在して暮らしてし、

)を地域 -ぐあった‐o lsRS(明治 18)年、釧路市茂流失から移

住しき 27 戸が下雪裡‐で農業を始めたことが水村の創始

である その後も小州各方直iかう終生が相次ぎ、1937(昭

和 12)年に雪、科す(現住の釧路市阿寒町)より分村、銭唇

村として z綴田」村制を施名、大然記念物タンチョウの竺

息、繁殖荊帯であることから、奉i名を r鶴居村」と』未する。 写真 村の鳥 タンチョウ

農業は畑作中心の開拓が進められて′、とものの、昭和初期の玲.±彼等により人打撃を受

けたことから、乳牛を中心とした酪農業への転換、することどなった ↓939(昭和 14)‘1.}こん【

村内の中雪禅、[.幌呂に酪農中間工場を設置し、経営の安定化を図り、戦後も離農経営の

近代化や 1‐地域僻整備を進め、良質な生乳・乳製品の生産地として知られるようになった,

本村の‐部と俗成す‐る釧路湿原国立公園を中心に、埼別天然計念物のタンチョウが生,息

している‘冬季に},云 給劇場で採朝する姿が観察され、多くの観察家や写真家が村を訪れ

る観光名所となt)ている 釧路湿原は、1第0(昭和 S5)年ラムサール条約の登録湿州となり、

その価値が広く認められ、1987曙孫ロ62)年、1当"公園に養定された 本村にもビンタ・‐セ

ンター・や済歩道が設置され 湿原に耕し礎人々の姿が兄らオLるようになり、本村が誇る腕

力の つとなっ‐ている。

本村は、2「)OR(平成 20)年に肌)0法人 1L]小で最も美しい村」連合に加盟し、小村の多様

な美 Lさ、地域資源を生かした村づくりへの取組みを進第、ている

特別天然記念物であるタンチ「ゥの&,息荊の保護や、河川やド流の海一戦の水質汚染防11◆

を進ザ)な“ればならない。基幹産業である酪農業から発生するん、ん尿を適切に処鈍し、次

世代のー小で最ヰ)美 -い+」の実現につなげる‐
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写真 (左) 日本で最も美しい村連合のロゴマーク‐(右)タンチョウのねぐら (雪裡一=)

1,3.2 人 口

木材の絶人 qは 1955(Rf{和 30)年の 182ィ人姿ピーク:二減少に転じ、平成 2 斗には

人口 2,536人、世帯数は↓,035 戸まで減少 し、1世帯当りの人口f12.偏 人となっている

近年は積極的な村づくり‐ゃ移住促進施策を裳施する中で、専用住宅を平成 26年度に新た

に2棟新築するなド柊捺体験 (ちょっと暮らし) を進めている‘

世帯数は2010(平成 22)年以降から増加傾向に兼移Lているものの、世帯あたり人数が

u召和 船年の 5.74人から平成 26暇こは 2.;犯人まで減少してあり、世帯規模の縮小に」;

る核家族ィ幼 ;進行 Lている,

2(jls(平成 27)年鶴居村人口ビジコンでは、2060年 irえ000人以上の人--確保をk期日

標に掲げ、の姿宣した雇圧の創出、②鶴居・村への移住・定住徒進、②絹靖・出産・子育

てへの支援誠化、④安心して暮らせる村づくりを基本方針として、人 -1問題に取り組ん
-ぐい る .

ふん尿 -の悪臭問題 ;,ま移住希望者に対 Lてマイ・ナスイメージとなる。家畜ふん尿の臭気

を狐滅し、クリーンなエネルギ‐‐により、移件定住の促進、さらには雇用の創出を続か

り人 --増を戸措-r

3



表 本村における人口・世帯数の推移

人□{人)

,世帯数 (戸、ノ

1985

昭和6〇

28騎

865

1990

平成2

2.829 2,759

2ooo T2005 2010

12 17 22

2 28 2672 2,627

915 921979 979 1.035

2015

7

人
ー一人□ 1ト世帯数

12
年度

S60 撒

図 本村における人口・世帯数の推移

世帯数

出典 :×蕊調査 (昭和 50~平成 27午;

27



1.4 地理的特色

1.4.1 位置

鶴居村は」海道の東部、釧路総合振興局管内のほぼ中央、北緯億度 13分 69砂、東経 1碁

度 19分 :6 秒に薄置し、束誼係褒鵬」、化前鞄.阿寒町・弟‐r・扇町、南は釧路湿原 1]立を対を

狭 A/ぐ釧路市や釧路町に隣接 L、ている。

釧路市から村の中心」也「鶴居中萄- までイ.で 50分、舗1酪空港からに約 40分のところに

あり、面積は 571.80ぱで力)る。釧路総合振興局管- の 8市町村の内、6寄 Eひ)大きさで寄,

Qo

隣毒する釧路市、標茶町、別海町もバイオマス産業都市の認定をうり、小村もバイオ‐マ

ス産業を推進し、家畜ふん尿への取り組みを進め、広域的なバイオマス地域づくりを日輪

す。

●位置
役場 :北海道阿寒郡鶴居村鶴居西 1‐1
東経 1440 1げ 35"

北緯 430 13′ 59"

・面積 571.80k雨 弄ず 「

●鶴居村ネ会場へのアクセス

自動車/JR 釧路駅から所通 5:{琴線経由により

飛行機/ 釧路空港か‘)バス 例i略駅ロワ面経 th、途中泉り換え〕で約 60分、

図 本村の位置、面積‐アクセスについて



1.4.2 地 形

釧路湿原の上流に位置し、阿寒カルデラ外輪-11を貫流-rる-サ裡 (せつり)HL .1!忌呂 (ぼ

ろろ)j11、久著邑 {くちょろ)自助流れ、その両岸に沿って雪狸、幌呂、久箸呂の 3原

野で構成され/(いる。

河川が形成した原野は、酪農として利局されており、原野間〕′」の傾斜劉は、林業池、

放牧肋として利用さあ/ている‘

河川の両岸に沿って酪農地帯が構成されているため、家畜ふん尿が適切に処鐘されず、

河川にき蔵1て Lまえば、下流に位置する釧路湿原や漁場に多大′セミ被害を与える可能IE種

ある

　
　 　 　　　

　　
　　

.・ 111　　　　　　
　　　　
　　　　　　　　　

図 本村の航空写真 (出典 ;Google 順良-

1.4.3 交通体系

釧路湿原、阿寒湖の観光地域とし‐て、営 んち [う釧路空港 i から 32km、 !ー・-ぐ40 分と

羊i江津靴にある“小村o)中央部!こ、国道 271号線が東鑑に通り、西は観光一色 1阿寒湖-、

東は 1標茶町」につながっても、る。北は国道 274号線を経由して「屈斜路湖」弟子国方

面、-行きi 1"11路湿原- を謎山し釧路市に′)ながる道東観光の中心的」也域である,.

村 -細 1、雪禅;110)支流である凌雪浬川沿いに道道 1093号線、幌′′~川沿いに道道綴9 B‐

線、南部を道道 蝿:~号線が整備されているが、前述の河川沿いに道路が走っているため



流域ごとの父通網が充実 Lている“

観光道路として機能する幹線道路沿いに酪農家が分布していることから、家畜ふん尿

を散布〕する時期に、未熟堆肥を土壌違ホ Lている酋地周辺を走行すると街悪臭が漂い、

観光ヒキ)マイづ‐スな影響を与えていろ バイオガスプラン′トによる臭気政鋒が快適な交

通環境の整備となる

1 「

摩周湖
届斜総

回森荊 た
ミ、
.-

- .」-′
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図 本村の環境・観光資源と主要交通網 黒線 ;国道、青線 ;道道)
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1.4.4 気候

本村:ネ、北緯達東部地域に位置しており、気候は冷凍である 夏季には吟析釧路沖▼で

発生する海溝(ガス)に覆われることはあるが、内陸型気候により比較的温1殴な日が続く

冬季は雪が少なく、晴天の Rが多くなっ、ている

′年平均気温は 3.8℃、年間平均降水量 },tl,」97m 、年間 L1順時間は 1,719 時間 (いずれ

も過去 30年の平年缶も) である 風向き{,ま季節風の関係-ぐ、夏は南から、冬妹北西からの

風が吹くことが比較的多くなっている, こうした気候を生かし、礼ヤを中心とする酪農

業が広く行われている。

道内には建設中を含めると83基のバイオガスプラントが稼働 1ノている。研究機調やプ

ラントメーカー‐では研究と4支持改良を重ね、寒冷地に対応 Lたプラン 1・が開発されてい

ろ 本構想で導入予定のプラン 1・の稼働実績のあるフランス東部のグルノーブルと比致

し、大村は寒冷であるが、道内で稼働するプラント先進事例の技術を設計並びに運営に

反映して一く‐全国的に家畜バノオガスプラントの先進旅である鹿追町と本村の気候が

非常に似ているr とから、嚢迫町や十勝・相御地域での取り進みを参考とする。

-- 鶴居 ÷々鹿追 --[クルノーフル

5,。 一 -- 野 ′ - ・一一一

0・0 ー - --- → ー

5.0 ‐÷ - ‐ "-

1杵
-

-←←
‐loo ‐

1月 2月 3月 4月 も月 6月 7月 8月 9月 10月 1「月 12月

IC月-14月 12月 全写
居 -了,6‐7,1.‐22 3,8 9C 129 166ミ18,7 153 9,0 2,1 ‐44 55

,.
‐ち~‐‐‐~‐‐ 1 2月 3月 4月 5月 6月 17月 18月」9月 1 1 1 1

- - モ ー 重 ー - - - ± - リ ー
1 鹿追 1 1 1 1 l i l l l l
手
十=
- - - -
‐7 ′ ‐661 ‐2.1 4,8t lc,5 14,3 47,7 195 15‐4 92 25 ‐3,8 6.2

グルノー し 1,7 3,4 7,9 1IC-14.6 179 20,2 19,5 168 r,7 67 25 112

図表 鶴居村と他都市の月別平均気温 (単位 :℃)

出典 :鶴居村、鹿追町 ,気象庁 (アメダス)1981~2010 年の平均、

グルノーブル (フランス):CLIMATE‐DATA,ORG
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1.4.5 面積

本村の由積もt約 571.80kmZで、南北に細」こい地形である。土地利用状況は山林が最も

多 く、科全体の 49.鍋 を占め、続い -く、畑 恥 .」%、原野 9.9% 、牧場 8‐郡 となっている“

本村の上要産業である酪農業は雪利1月1、幌′・~川、ス著R川のそれぞれに沿った平坦勅で

展開されており、これもの河川が流れる原野の多くは婦地帯で、釧路混一原鯛立公園を構

成している。

基幹虚実である酪農業において利用されている畑が 9L 64 kl脅(16‐1%)、牧場が 49.761d

(8,8%)で愚'る。総面積のうち山林が Z83,89k誌′ 49.磯を占める山間地である

本ネ」の総-釦槙の半分は山林であり、豊富な木質バイオ‐マスを有している。現在、間伐

材はほぼ全量を利用しており、今後、林地残・材などの末木ーj用な木質バイオマスは搬出力

猿や利用方法などを検討していく

表 本村における土地利用状況

＼ 而祷 (崎 割合 {約

畑 91.64 16,0%

宅地

鎚泉地

283 ○‐5%

0仰 00%

池沼 Q03 0.0%

ー11林 283‐89 49,6%

8溺。牧篤 49‐75

原野 56.65 9,9 %

雑種1也 6.01 1,1%

その他 8100 14‐2%

総面積 57tao 1000%

鶴居村資料



1.5 経済的特色

1.5.1 産業別人ロ

本村の2015(平成 27)年度におi;も産業別の就業人口チ,覇~1次産業が421人 (;'4‐均参、

第 2次途実は 115人(9.3%)、第 3次産業短 690人 (56,3%)と第 3次産業の割合が最も多

い。策」状産業の内決起農業が 401人 (32‐7%) 、林業が 17人 (1,4%、、漁業が :“＼{{)‐2%)

である。1985(昭和 60)年で:ま6]1ノゞ で全体の 4LI% を占めていた農業の就業人口は減少

傾向に排移 Lてし、る .

基幹産業である農業従事者は、他の地域同様に年々減少し、め・′)高齢化が顕著となっ

ている。バノオガスプラント導入 -ノ‐〔いる先進地域で}な、毎 u排出される家畜ふん尿処

理の労働力軽減やふん尿処窟・散布作業時の悪臭からの解放により、次の世代が酪農経

営を縞 でいる状況も見られる。

一一策1次産業‐にコ第2次産業 -- 第3次産業 -- 総就業者数

千人
10(欝% T1,600

1 「、400

「,200

1,000

800

60%

1幹.3% I87%

40%
L
や肇g一「導浄卿o2e関 9㈱ 9,跳 帥o

　

1‐ 400

200

O

20% 1

S60 日2 7 12 1/22 27
年度

出典 .国勢調査 {-ー27)

図 産業別就業人口の推移

lo



表 産業別就業人口 (上段は構成比 (%)、下段は人口 (人))

年
1 ,985 T ,99o ,995 2ooo 2oo5 1 2o,o 2o,5

(緩不n60)1 (平成 2. r平成 7) (平成 IZ- r中級 171 {半成 221 (平成 27)

震業
41,1 38.2 33.4 33o1 34,8 35,6 326

611 559 485 448 439 429 4。‐1

1
林莫

3.8 3.1 2,5 1,3 Qr/ 1‐1 1,4

次 57 46 37 18 9 13 17

産
添業

o‐4 1,11 o,8 Q5 0‐6 0.2 02

計
45.4 42.5 36‐7 34・9 36,2 T 36・9 34‐2

674 621 533 473 456 4451421

鎚業
○.6 0‐1 0,3 0,ィ 0.2 0.1 0,1

8 1 5 2 3 1 18 1 5 23 1 1

11‐4 イ0,6 120 86 6・7 5‐6 5 7

169 155 174 ‐117 85 68 70
建設業

製迭業
2,4 30 3.2 2、7 3.2 3.3 3‐5

36 44 46 36 4K)40 44

言十
143 13‐7 15.5 11・4 10.2 9.0 9‐3

213 200 225 155 128 109115

2

次

産

業

-

3 次産業
40.3 438 47,6 53,7 53.6 54.1 56,2

599 640 690 728 676 652690

計
10OP 99.9 99,8 1〔)○0 99‐9 『0OD 99◆7

1,486 1f461 1,448 1,356 1,2601206 1,226
ー

.
--

分類不能
○,01 QI O.2 0D 0,「 00 0.3

0 イ 3 0 ,1 0 4

合きテ
1OQ0 fooD IO0,0 1()○0 1000 100.○ 「00.0

1,486 1、462 1,451 1,356 1,261 T,206 1,230

出切 :国勢調査 {昭和 60年~ 半戒 2メー-; 各年‘0月 -ロ)

1.5.2 事業所数

本村には事業所が 1ィ0軒あり、産業大分煩別従業者数の内訳を.見ると生に関連サービス

業・娯楽業が最も多く 208人 (17,霧も)、次いで医療・漏れトポ 173人 {".:~%) 、農業が 157

人 (13,0%) どなっている。
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産業 :;部門別就業者数で長、第↓次.義美が 176人 (115%)、第 2次.義美が 1;;浅′、(11,5%)、

第 3次産業が船5人 (74,0%)と:なっている(平成 26存経済センサス) 薩業毎のぼ業音数を

見ると、農業従事者ぶとりわじ多く、本村の太幹産業で々 )ることがわかる。

小村が導入を検言"/ て、るバイズ‐ガスプラントは、地域の雇用も創出する。ふん尿の輸

送、消化液の散布、プラン 1・の維持管理、余剰熱を使ったハーフス栽培・1壌上養殖事業など

バイズ‐ガス事業の周りに多くの隆業が生まれ、持続的な雇用の創出と地域内のヒト・モノ .

カネの循環が生まれる

表 業種別事業所数 (平成26年)

事業所数 従業者敷
ヨ r

ー
人 %

農業 21 157 13‐0%

第1次 林業 4 17 14%

産業 漁業 1 2 0,び%

小計 26 「76 14,5%

鉱業, 採石業. 砂不4緑瓢業 2 7 0.0%

男 2次 簿議案 了 85 , 70%

産業 製造業 6 47 3,9%

小計 15 1ミ灼 115%

電気・ガス・熱関給・水道業 1 2 0,2%

情報通信業 - - 0,096

運輸業. 郵便巣 1 4 , 0‐3%

卸売業, 小売業 20 117i 9‐7%
ー ・

金融業、保険業 1 63 5,2%

小勃産業,物品匠蔓某 「 7 0,6%

学術胡列,辱門・技術サービス業 4 28 23%

盾泊業,歌富サービス業 翌 73 6,0%

生活関連サービス業,娯楽業 14 2(お 17.2%

第3次

産業

教舎,学習支援学業 9 9 9 8‐2%

医療,橿祉 10 173 14.3%

複合サービス学業 3 39 3.2%

サービス業{他に分類されなし、ものi 7 11 09%

公務(他に分類されるものを除く1 6 71 5,9〆%

小言1 99 895 74,○%

合琶1 - 140 1,210 1()○%

出典 :平成 2G年‐経済セン・サス
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1.5.3 農業

①酪農業
本利の基幹産業である酪農業は、現在、法人化による人規模経営と畜産環境のクリー

ン化が進められいる。酪農家 ↓戸あたりの規模は、飼養蛸数 :牛乳生産量が共に増加し

て二・る。乳質コンテストでごま幾度と日本一に輝き、良質の牛乳を・生産して ・&

酪農家戸数は減少 1D覗こあるものの、酪農家 1戸当たりの耕地面積、飼養頭数及び生

乳生蓬量は飛躍的に増加 L.ている

大規模経・営が進むことで、法人内で養生するふん尿最も比例して増え、ふん尿処理に

係る労ノバ)増えていく。現在、道内各地で大根像農場が珠修されているき)")の、十舎な

どの施設整備に付随 Lてバイオガスプラン 1・も導入している事柳も多、＼ ふん尿処理旗

バイオガスプラントで行い、本来び)酪農経営である牛体管糊や搾乳f 柴に専念‘ノ、乳質、

乳量の向-Lを図る r と≠←ぐきる“

表 本村の酪農業の状況

年麦 1960 1965 1970 1975 1980 1985

項目 ＼＼ ＼ ‐ 総 5 40 45 馳 55 60

犀享し戸数 (戸) 471 330 - 284 213 198171

鋼義眼敷 て頭} 2,使お 3,211 59を35 8,433 10,421 11,767

生鮎 選 三 娘 4,581 7,786 15,875 2o,485T28,665 33,68,

1 戸当たり嗣蔓頭数 (鎖) 4‐6 9.7 209 396 52.6 6 J8,8

坪麦 . IE鯵○ 性兆ぅ5 20002005 2011 2013

項目 ~、＼ー H2 712 17 23 25

搾乳戸数 {戸)15 4 ,1 I28 1 15 102 88 76

飼養o真数 {顕) 11876 12,393 14991 12,992 12,863 12,222

生乳生産に 燭 38,885 44,了94 51,449 57.382 59,413 59893

1戸当たり飼登須数 (頭} 77.1 96‐8 1304 127,4 146‐2 1608

13



(興 (顕/戸リ
16,OM 一 飼讐頭数

ー
倦 0

14,0〔)○ ,戸当たり飼養頭数
′
性め

/
/

,靴 /
〆

厘-
/ -

ー
-

ー
1

　　　

‐ 120

・『餌

8 0

12,00 〇

lo・000

6,伽
・60

.4 0

20

4,伽

2,伽

0 - 「 . , , , . O

S35 40 45 50 55 60 H2 7 ‐IZ I了 23 ク5

図 本村の酪農業の状況

出典 :鶴居村産業振興課

②家畜の飼養状況
2UI0(平成 22)年‐における家畜飼養酸数は、乳↑ 12,777頭、肉用牛 1,034頭、馬 201頭、

豚も800頭及び薦 4,195羽であり,乳牛が最も多い。

鶴居村酪農・肉用牛生産近代化計画書 (平成漆 年 5.月) で-,t、日標年度の平成 37斗度

に乳十 12,71S-百 (平成 25年比↓04,H%) 、肉用↑ 1,100頭 (平成 25年比 恥 ,潟も) の飼養

頭数を]標としている,,また、搾乳ぃポット等の省力機械や粗飼料収穫年業等に関わる高

性能機械を導人することにより、労働負担の軽減が図E)ね、飼養頭数の増加及び良質組飼

料の確保と牛群管理の徹底が促進されることにより、細産牛 1頭あたりの年間搾乳量を平

成 37乍痩に 3,500kg(平成 25年度比 101."%) になるようー頭当たりの乳量の増加を見飲

み‐設だしている,

1願い1たりの乳量が増加することは、酪農家が処理 -‐なければならないふん尿量も増える

ことを意味する。また、その飼養政教に対L静ずるかる、飼養形態を)フリーストール」に変

わり、水分の高いふん尿を無押しなげればならない。バイオガスプラントは、この水分の

高いふん尿〆)処理に 1常に適して1・る。



表 家畜の飼養状況

単位 :頭・羽

2013 2025

25 37

12,183 12748

1,144 1,100

2006 2007 2008 2009 - 2010

18 ‐f9 一 20 21 上 22

12,695 12426 12,649 「2,693 12,77 ′

ー,267 ー、28ol ー,o矯 1,041 1,03 4

22 , 2o5 1 2o7 二 2o4 2o,

5,74‐2 5.742 5,742 5,742 5,800

2,703 2,715 4,215 4215 4÷195

12,992乳牛 12,901

園田′1 1,337

局 151

豚 5530

143

5,528

鶏 乙715 2,699

出典 :鶴居村産業振興課〔・各々‐Z1i ]H 現在)

◎経営耕地の状況
本村の経営耕地の状況を見てみると、作付面積の大半は牧草専用地または飼料作物の加

地-ごあり、僅かに犬板や馬鈴薯等が普通作物の畑池に作付けさォじている。

バイオガスプラント、で生産される消行く液は硝酸態窒素がアンモニア態窒素に変わるため、

即効納めg期待でき、化学肥料の代替として利用できる、ミEた、話桐殺菌処理しているため、

雑草種子や病原菌が非激し、ており、衛生的な有機肥料といえる。き扇こ、消化液には、滴

植物質も多く′含まれており、 1‐塙.“団粒構造を形成し、排水性の向上にもなる。

表 経営耕地の状況

芸濃作物の餅地 飼料用作物のに引地 新堀峨些 1経営体

煙のある 奮穫 当たりの

経営耕地

面様

経営
画像 面陥
体数

経営

体数

経営

　　
市町村 経営に数 言l

経営体 ha 経営体 1la 経営体 ha 僻営1大 ha

釧路市 19▽ 9,365 39 148 41 963 163 8,幌~5 19 169 4154

釧1踏回 31 724 20 16‘ 1 1 1ク 517 11 43 23‐36

ー夢岸町 ′11 8,万79 1 0 ↑2 2;38 1OB 拝,495 3 46 79(冷

浪中国 216 15,944 11 475 210 15,合‘大; 11 1(耳 73,82

珠系町 332 26,153 イ3 2(お 3T 7‘18 318 ク49 74 12 1ミ36 7858

弟子蓮町 142 10,081 25 1,260 24 635 1?1 8,IEIB 4 18 70 99

甑匙村 95 89 ァ0 8 45 綿 623 90 8,257 4 45 9442

白糠町 86 4096 「6 36 13 撲38 71 3,3叙) 16 14「 4763
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1.5.4 林業

2015(平成 27)年現在、経営 k数ふまィ6経営体で、うち家歌幕営が 5ィ緑.紋休、法人化し

ている経雪体赦が 11経営体である(2015年農林業セン・ナス)。小村の森林面積;,t36.782ha

であり、私有林が 20、14211b、森林省′哩同所管国有林が 1;~,561}線 材考妹 :う;2,9IGI1aと私

有林が最も大きい。

本村では林地残材などの未利用材は壕と:んど利用されていないだめ、今後、林i也残材

の有効利用は重要課題である。間伐材はおか粉やチップなどとして不11崩しており、既存

の太材の前紬を妨げない刈用が必要になる“

表 本村における保有者形態別の森林面積と蓄積量 (平成27年)

森林面険帖) 蓄積 ffボ : コ

滴 者 ス然杯 人T杯 無立 その他 計 竜傑瑠 広則 f 計
木地

森林管理局所管 寧ヰ6 6を短 1,58160 「9 7,「96 346 13,56 「
国有林

その他聞目林 163 - ‐ 163 ‐ 1 1

道 有林 - - - - - - ー ー

村有林 1,513 1,341 62 - - 2,916 3(凶 169 473

私有林等 13,800 5,8‘15 497 ‐ 20142 920 1,444 2,364

計 21、雫ヲ5 14,383 L 559 16 36,782 2,ィ70 2,2ミS0 4.419

山典 :一成 27年度北海岸林業統計(平成 28‘-‐4」J I日現在)

表 本村における林業経営体数

杯案経営体数 64 編営体

うち家族経営 , 54 経営体

法人化してし、る柵自体教 1「経営体

表事縫合法人 1紳登体

会社 7 経営体

各種国体 3経営伊

その他法人

地力公共団体・財産区

法人化していない粉誉体数 53 経営体

杯象徴 115 戸

出典 :2015年度休業センサス
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1.5.5 商業

平成26年もこおける卸売・小売事実所数に酷事業所で従業音数は96名であり、年間商稲

熊売粒鮪 2,0船首方円←つまっている {平成 26ィー‐商業統計調査) 従業者数及び売場面積は

増加」しているものの、専業所数及び年間商結球発綾は減少傾向・なっている。

バイオガスプラントはエネルギーを土むだけでなく、消化液を使った有*幾農産物の生産、

力utや余剰熱を使った新産業の創出など商業関連の産業への波及効果も期待できる。

表 商業の動向

　
　　　　　
　
　　　　　　　　

2()○・ア:半成 19)14 64 2,810 1,200

2014{ 軍旗 26) 13 96 2,OBO I.615

出典 :商業船計調金

1.5.6 工業 (製造業)

2014Gた成 26)年における事業所数は 3事業所、従業者数は 27名で年間生産欲村 Sる,1:{H

万H となっていろ (雫成 2G 年工業統計調金)。年によって変動はやや大きいものの、事業

所数、従業員数、製造品出荷額及び付力u価値頒 rナペて減少傾向に餅移している‘

バイ ・ガスプラン 1・が尊人された場合、建設はもちろん麓工管理、電気・水難 -.事、メ

ンテナンス等、村内の建設業者や設備業老、製造業音お活躍する機会が多いため、地域内

-ぐの経済術紫が1更られる‘また、ふん尿輸送や消化液散布、充電などのバイオガスプラン

トの運営に緋綾的に必要な事業も生まれてくる,,

表 事業所数、従業者数及び製造品出荷額等の推移 (従業者4人以上)の推移
ー

-

1 聴 f寸加同区額害

(万円)」

3

3

3

3

そ窓業員数
出荷額

(人)
(万円)

事業所数

2002 (平成 14

2003 (平成 15′

2004 -平成 161

2〔X)5 1iF成「7}

37 104092

41 95,313

33 90,175

26 75,057

46065

43,346

43,634

25,818
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2007 1平成 191 4 21 16,201 9,456

20()8 ー平成 201

2009 ー平成 21:

2010 (半成 22}

一
0

-
b

-
〇

28

30

28

40、537

44,750

イ1,929

25,234

22243

22,164

2012 平成24) Q
U

コ
)
(
0

24

35

27

34,750

39,541

55,138

20,825

17,49420f3

2014

平成 25)

半成26) 25,072

2006 {平成 18ー 4 28 33,701 22,681

16,201

3

(*“)半歳 11~17 年のー付加価値積零」の市町村別数値だっ、、‐ては、経済産業省ホームペ・ジ

掲載の緑計炎より転記したものである。

出典 :T業統計調査

1.6 再生可能エネルギーの取組

・村内でのバイオガスプラントの取り組み

木材の清和農場では、平成 15年に乳すふん尿を妹料とするバイオガスプラン ;・(継産ヤ

イ20頭分、27.3t,′日) を全額自己資金で導入し、現在も稼働している“生i坐したバイオガ

ス緑メタン発-俸槽の加湿に使用し、発電はしていない。なお、発酵後の消化油:1牧草地に

還元しさそしている‘

ふん尿にr舎 .二Eれる固形分は固形分離機で回収され、再生敦料とLて利用している。主な

設備÷,t原料槽 98司、嫌気性発酵傭船 lr'、消化液貯留槽 3,600 111お」‐てドガスホルダー‐19「「『

×2基などである ガスボイラー (120M憶Lh) の他、灯油ボイラー 020Mcal/hX2 荒) を

備えている。

　　 　　　

バイオガスプラント全景

…
・▲'‘

」檀一喝r -
′ ↓

‐ 【-. -- -
- - -

　　

バイオガスプラント全景 1 発酵糟 堆肥撹枠機
写真 清和農場バイオガスプラント施設

・太陽光発電施設の稼働状況

両生 ul能ェネルギーの取組み :して、小村では 2011(平成 23)年度ふり体宅用太陽光発高



設備への補助事業を実施しており、20t5(平成 2?)斗度まで -ぐ14f生 罰 79.S651畑 の′r.カーぐ

ある。民間企業による太陽光馨電施設は、建設中を含めると2015(平成 27)年度までに 3件、

計 3,R7;;畑 の出力である。

表 住宅用太陽光発電設備への補助事業の状況

i 年 度 太陽光発電榊 }

! 2o「I{平成 23}年度 6.68

20f2( 平成 24)年度 1282

2013( 平成 25:年度

2014(平成261年度

2015. 平成 27-年度

合 計

表 再生可能エネルギー導入量の推移 (平成 26年 7月末時点)

太陽光発電設備!に~紬 合計

1okW 末編 1okW 以上

移行認定分
導入容量

弟「親認定分

議す容量 新規認定分

123‐8 0 イ238

53.7 ↓ 279‐3 333

58.7 202 「4,3 20273

※内訳ごとに‐四捨五入しているため、合計とは必ずしも一致しない場合がある。

※「新規鑑定分」とは‐本制度開始後に新たに認定を受けた設備である。

※ 「移行認定分」とは.再エネ特措法 (以下、「法」というぐ)施行規則第2条に規定されている、法の

施行の日において既に発電を開始していた設備、もしくは、法附則第 6条第 1項に定める特例太陽光

発電設備 (太陽光発電の余剰電力買取制度の下で買取対象となっていた設備〉であって、本制度開始

後に本制度へ移行した設備である,

出典 :資源エネルギー庁 再エネマップ

19



2 地域のバイオマス利用の現状と課題

2.1 バイオマスの種類別賦存量と利用量

本村におりるバイオマスの種類別熱存量と利用量を次女及び図ドン^ナ

2.1.1廃棄物系バイオマス賦存状況

村内から排出される廃棄物系バイオ‐マスキコ:、酪農業からの家畜ふん尿や食物残さ

,そ亡どの・般廃棄物 (家庭、事業系)、下水汚泥「膳業集落排水施設〉がある

①家畜ふん尿の産出状況
木村の基幹産業{,難行農であり、法人化による人規模化が進ん、でいる“平成灘 41 月現在

の家畜飼養項数" ト龍の通りである、

表 本村における家畜飼養頭数 (平成29年 1月現在)

或牛 琶成ヰ 仔牛 乳牛

総叢徴
単ず11: 経堕墜q 朝廷牛

競 搾乳牛 乾乳牛 合計 f25 づ月 (18-24 {13‐17 「0"12

以L) ヶ月) ワ月) ヶ月}

7,328 1 1,266 1137 2,68282 12,413

鶴居村資料・

合計 a249 884 7,133 1,6「3

家畜飼養頭数のうち、乳牛が贈る%を占めており、年間のふん尿の員は以下の通りと餅

計される。

近た、大規模化が進み、飼養形態がスタンテョン方式から 7フーストー・ル形式に変わっ

たことで、ふん尿、の↑.!‐状も固形からスラリーコ′二に変わった“水分の高いふん尿は、堆肥化

:;{困難であり、好気性堺醇が太 1‐分なまま農地に遠冗されている“未熟な堆肥を敬布した

際の悪臭や環境負荷が懸念さ′も状況である。

以上の上うに、本犬ずに最も多く脈仔する乳牛のふん尿は、全量が農拝11還元に利門段され

ているものの、適切に処ナデされ/(いない場合もある。

本構想で},t飼養形態の変化から処髭が困難となってきた乳牛ふん尿を原料とし、バイオ

ガスプラン 1・で適切に処幽し、無臭や環境負荷を軽減-rるこノ:で、将来に繋がる酪農業と

-・1つ給環境を次 1氏代に残し-【し、く。
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表 家畜ふん尿の賦存是

牛の桓類 預叡 1頭当たりの 合計 (t)

ふん尿緋池量

(t/年・頭)

ぬ} {B. ずCIヨ興 X 濃}

搾乳牛 6,249 23‐725 148257,5

乾乳牛 疫341 9‐855 a7118

未お産牛/ 初妊牛 1、613 9.8551 I5.896. 「

育成牛 2,名)3 8395
1
20 73,2

仔牛 2,682 8395 22,515,4

ー 合計 13,831 215,554

②一般廃棄物の賦存量
平成 27 年度のごみ (一毅廃染物〉の鰍春量□:H1stであり、そのうら生活系-‐股廃棄物

が 612..、事業系 一般廃棄物が 206しを { める。バイオマスとして優先的に利用‐できる可燃

ごみは計 S↑51.-ぐあり、そのすべてが釧路市ま‐ぐ薄ばれ、処理されている,

表 本村における一般廃棄物の賦存量 (平成26年度実績)
一般廃棄物

生活系

事業系

合計

樽駈存塁禍 可燃ごみ代} 焼却残さ(U 不燃ごみ煩
2
6

0

26

最終処分量態

612 - 369

206 206

818 575

鶴居村資料 (‐鱗赤乗物処坪事業実態調査)

⑧廃食用油の回収量
莞食用油は村内の 般廃棄物最終処分場に一般家康零から回収してン・る。その排出量は
以 ドの通りである。

獲 本村における廃食用油の回収量 (平成27年度実績)

-厩扇面i;÷
←
11国[

④下水汚泥の産出状況
本村には、農実集落排水施設が戎潜きれており、その処理排水量、汚泥員は以下の通
り-ぐある
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表 本村における農業集落排水施設の処理量

汚泥量 (ms) E完水ケーキ (肥擬)(t)-排水処理三 (mう

著書.
624,2 3了‐○平成25 年度

半裁26 年度

191065

196,631 3360 ., 18,9

鶴居村資料

2.1.2木質バイオマスの賦存状況と利用量

木材の森林の状況は以下の通り-ぐある

村全体での森林面積は 36.78211;'であり、そのうち国有林が 13.72独 a、村石塀、が 2,916})a、

民有林が 20.142 11aを占める、森林蓄積量、では、全体で 4.420-F1f であり、民有林が最も

多く 2,364 T t.3で 539毛を占ダ〉る。

表 本村における森林面積 (平成28年)

種塾 面積(hai 構成比 蓄積 (Tma) 構成比

村有林 2,916 8% 473 「1%

民喜林 20.142 55発 2、364 53%

小計 f 23,o58 63% 2,税37 64%

国有林 13,724 37% 1,582 36%

.宴含計 36782 100% 4,420 1ば )%

享戊 27′-‐北海道材・業流言1・

本村では間伐の計画的な推進を図っており、断定間彼等促進計画を策定し、平成 25年度

(2013年度)から 32年度 (2{)Z{)年度) までの 8 ヵ年で 4,0001・a、年 )1ん均家)ohilび)間伐を行う

ことを目標としていろ“

生産材は合板、梱包材、バルブやチップ樋などに利用され . 年間 ",0()0~IQ,00om3 程度

澱州される間伐材もチップやおが粉として利用されている

2.2 バイオマス利用状況及び課題

大村は、矧1略湿原国立公園、1価寒湖、摩周湖、屈斜路湖が」1舞にあり、環境保全の観点

から家畜ふん尿の処卿を適正に行う必要ゐ物)る また、たんも上う針1絡空港からも近い立

ー隆であるため、観光輝tとして家畜ふん尿の悪奥対策にも取り組まなければならない、

現在、本村で家畜ふん尿を;節拭こ処理することが-ぐきるバイオガスプラント事業に参加

希望している酪農家が IH戸おり、村とパートナーシップをもつバイオガスプラントメーカ
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一が施設の建設ir取り掛かっている"

↓号織の稼働にあたっては、プラントメーカーの国内での稼働実績がなく :も、地域ど

の合意形成の資料作成 (処鐸 :」スト、発竃収益、消ずヒ液摘要効果) を充実させ、農業者ど

のソイードパック乞お!ない、2号機設置を十すめ、将来像の完成度を軒」←させる。

,卒業都市で ]指す略農像る構築するためドド勉漬会とアン′ケート調査をお .:ないながら

コンセンツ・スを形成した 村 -勺のバイオ‐マス資源の利用状況に′)t、ては、以下のような現

状/課題があると考えられる

①畜産バイオマス

酪農業÷,t基芋産業であり、廃棄物系バイオーマスの 95‐ィ% を乳十ふん尿が占める 塙農ー陸

帯で発生する乳牛ふん尿は 1家畜ふん尿広-に従い、各酪農家がふん尿の棒状に応じ、て処

理している‘その端泉、生産される'倒【.}ヤスラリー‘,[地域で発生する貴重な有機轡源で々 )

り、本村において≠)乳十ふん尿は全量が農一樹こ還元され‐ている‘

し力)し、

・施設やコストの制約により、水熱な堆肥化が農地に散布することが多いこと

・スラリーも十分に好気」準発酵されない、EIE散布きメ′じていること

により、臭気問題が農業環蝋の改善の制約になっ、ているだけでなく、4 活環境にも影響を

及ぼしている。今後、施設容量の問題や設備更新などを考えると、場.状の三まで‘,t乳牛ふ

ん尿のバイオ? ス資源としての利用は限界が近いと考えろ考,る.

農家向けバイオガス勉強会、アンケート調査によるバイオガスプラント計画の策定

平成 29 年には、村が主催する農家向1ブバイオガス勉強会を 6地震で開催し、全酪農家

の杖 )%以上が参加した。その後の全戸酪農家アンクート調査では、バイオガスプラントを

希望する酪農家で計 3,8E34頭〔乳牛経産牛挟算)の処理を希望してし、ることがわかった

本構想では、2 地域に建設するバイオガスフラントで、2,800 頭のふん尿 66,430t( 賦

存量の 35,3%) を利月する。

本村では既に「雪桜プラントを建設中であるが、国内にお1プる稼働実績は無い。龍後家

が最も不安視してし、るもは実績であり、利用者である酪震家の協力を待て 1号機を試験機

として、鶴居村に適応した利用システムの橋案を目指す。

3号機の建設に同1ブては、酪農家希望ではフラント処理に見合うふん尿室が確保できてい
なし、ことから、1g 機の稼働データなど酪農家への情報提供を行し、、酪農家の意見を反映さ

せた構想づくりを行う。
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.・
-■園園歪■ 【一 r 運転データ分析 1

/, 号機雷r !2 号緋 . システムの改善 .3 号樫 .,
≦ブラ
十
ン
…
ト11 1 フラン トい

十= 十十十 r 「
ノ ‘ララ十ン肝ト

…
も、(1800頭 )/ ＼{-の 0頭》 .一11400 頭 )ド

宝膿 霊園 L墨もJ
2号機の原料までは確保

平成29年度 農家の要望

オガス勉強会-.全露ア ケード掴査 平成30年度
に以降も継続

バイオガス処理希望 :3,884頭
現状では原料不足

②-般廃棄物 (可燃ごみ)
村内で発生する可燃ごみはすべて焼却姉謎で減量化し、埋立父..分されている 可燃ごみ

の中には食品加工事業所から排出される食品廃棄物もあり、バイオマス資源としての有効

利用が期待できる‘

◎廃食用油
暁食用油に、本村一般廃棄物最終処分場に一般家庭等から持ち込まれた後、‐定量集ま

った裏-特‐で釧路市内の民間業者が回収し、1lnr( バイオディー‐ゼル燃料) 化している,

④下水汚泥
村内の農業集落排水施設で堺生する汚泥櫨、施設設置者の村が塾押しているが、現在嶺

堆肥化さ才L、ブ ドウ畑に施肥され -(いる

◎木質バイオマス
木質バイオマス代現状では間伐材が生産され‐ており、ほぼ全量をおか粉、チップなどに

有効制圧されている
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表 バイオマス賦存量、利用率、利用目標量

種類 賦存量 (年間) 利m丘

215,554t 215,554L 215,554t 92148t ※ 100
1

(バイオガス 爺眼化

プラント抑理) 及びバイオガス

家畜

ふん尿

廃棄物系

バイオ

マス

623.0l ot

魔食用油 l t ー l t

下水汚泥 3360t336D L

間伐材1弄出8
間伐材 100 千 mi lo,01- 「 1QO 千 maQO 千 m‐ 100

,,④ヨー 級1L要
→○,0干 md

林地弦材 2,9T ms o 2,9 千 m3 1,500ma 52

※農家アンケート調査によるバイオガスプラント利用希望農家の家畜ふん尿量

表 廃棄物系バイオマスの活用状況と課題

活用状況 f 課題

・村内-の廃棄椀系バイオマスは既にぼとんと

か利用されてし、る。

・厩夏物系バイオマスのうち最も撤存するの
は乳牛ふん尿であり、95% を占める“

・乳牛ふん尿は舜薬物系バイオマスの中でも

最も多く、経済的、人的な投鍔が困難な状況

である.農地負荷の軽減、球壕保全などの観

点から適切な処理が必要となってきた,

・乳牛ふん尿以外の廃棄物系バイオマスは処
理コストが課題であり、バイオガスプラント

家畜61ん尿 ・現在はTMR センター及び酪農家が堆肥今

やスラリーストアでふん尿を処理し、滋地還

元,してし、る ^

・酪農家鱒 戸のうち 19戸が参加する複数
の集「1て型バイオガスプラント事業の検討を

進めている。

・1戸あたりの飼登娠数の増加に1半い、ふん

尿畳む多くなり、遮切な処理が困難になって

いる ,

・1頼あたりの搾乳三の増川-により、6、ん泳

が軟便fヒし、堆肥化処弾が困難となってきて

し、る。

・未熟な堆肥やスラリーは農地員週が大きし、

だけでなく、雑草煙肌の原因にもなフてい

る 散布給の悪臭は近隣住民の生活環境や観
光業に悪影響である.

陀民の生活環蹟
茎 1を理と有効活用が急務L 1・家畜ふん尿の葱園な処理と有効活用が急務
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I
　　　 　　　　　 　　ごみはすべて焼却滴iぜご減量化 ・含水率が高いだめ、一般廃棄物の焼宏1施設・村内の可燃ごみはすべて焼却滴iぜご減量化

し、埋立処分されている,

・一般廃棄総最終処分場に一般家庭等から樗

ち込まれた後、一定三集まった投降で鎚際中

.~の民間業者が回収し、BDF( バイオディ

ーゼル燃料)化している.

・村内の農嬰策鷺弓E水施設で発生する汚泥

は、施設設置者の可が処理しており、現在は

堆肥化され、ブドウ蜘に施肥されている,

に負荷がか1ブないように処分量を軽減す
ることが求められてし、る

・バイオガスフラントにおし、て家塗ふん尿と

・BD「牛産消不ぎご発生する副産物のグリセ

リンを家畜ふん尿と混合発話させること
を検討寸る“

・柳津費用軽減のための有効利用を検討す
る c

表 木質バイオマス・資源作物の活用状況と課題

バイオマス

間伐材
1, 活用帆況 -1 課題

・1まぼ全量がおか粉、チッフ旋はとに有効利用-まぼ全量がおか粉、チッフ旋はとに有効利用 ・既存の流通の妖げにならなし、利用方法を壊

れてし、るL 醐
i
嵩も

・現在、林地残メZは利用されてし、なし、。 ・木質バイオマス発電ブ□ジエクトで私-用謬

る 1,500ms を林地厩材から供給する。
林地残材

3 目指すべき将来像と目標

3.1 バイオマス産業都市構想を目指す背景と理由

ラムサール条約湿地に囲まれる村が采た‐す、「家畜ふん尿の適正処理」という責任

釧路湿原国立公園と阿寒国立公園に囲まれる鶴居村
木村キム 我が国最大の湿原-ぐある釧路湿原国・ァ公園と北海道で最も歴史のある国立公園

であるー剥寒国立公開に閉まれ-(きる‘他の地域で{.t既に失ってしまっている我が匡の半野

部の鵜飼…i然が保存きれており、湿i宗全体をえ批‐るヨシと故イー:するハンノキ林、蛇行する

河川等が俺成十る自然性の.計い広大な水平的景観}上 我が岡では他に類例のない特異性を

有 し‐ている。

特別天然記念物タンチョウの生息地である釧路湿原

釧路湿原はその景観だけ-さなく、 tiシ・スゲ妬などの特徴的な植物が売られ、特別天然

記念物タンチョウをはじめ、キ‐タサンショウ玖オ、エゾカオジL弓・ン串など貴重な動物が
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生息 L、ている, また、釧路湿原は、‐文化財保護法によりズ然記念物に指だされているほか、

タンチョウ等希少鳥獣の生息地』して間指定.鳥獣保護 1メ:に指定され、きちに子・のキ裏部櫨

国際的な重要.注が評価されラム・ザール条約婦一也に登録きれている‘

外国人観光客を惹きつける阿寒湖
阿寒湖に生育するマリモキネ、その美しい姿や希少性ホド)昭和 27年に文化財保護法により

国の特別大然記念物に指定され、平成 i7年 11月にe、国際的に重要な湿地 :して阿寒湖

)う1ラムサール条約尊鏡湿地に登録された 平成 28年 1月に釧路-i]さま 1観光立L.」ショーケー

ス」に選定され、さらに ;コ.7月に阿寒区立公園が、
ー
国 "公園満喫ブ .・ジコク ト に選定き

れまIJ三 Lぃずれも多くのらu外同人旅行音を惹きつけ誘致するrとを目的とLたもので

ある

快適な交通環境の提供と天然記念物の生息地の保護という責務
大村に通っている当道、道道は道東観光の中心地点にあり、観光i.る略としての機能を有

しているこ,とから、道路沿いに分布する酪農家から排出される家畜ふん尿ジ)臭気を軽減 L、

国内外の観光客に対して快適な交通焼増を提供する責務がある‘

まだ、酪農家の鋼養成放熱大により、 11=:帯あたりのふん尿処抑‐最も1者」iDしているため

臭気などの大気汚染だそナぐなく、水系・地ト水汚染などの環境に対しても r分な酢慮が必、
要‐でタフる ,

隣接する釧路市は平成潟年度、標茶町は平成 28寸度にバイ .マス産業都市の認定をう

け、釧路湿原を1州物自治体の多くが家台ふん尿処理に対して効果的′た丁綜としてバイオガ

スを選択している。これらの実見を特選することにより、ラムサール条約湿地の環境改善

を図り、滞在型の観光促進に↓り地域活性化や商業や --‐業、六次産業への大きな波及効果

をもつバイ‐マメ産業都市を日稿寸,

3.2 目指すべき将来像

料 .すは、前頃の背景や趣旨を受けて、本構想に上り、木村に存在する種々のバイオマス

の現状と課題鱗′明らかにし、これを浩元一、る事業化ブー・ジゴクトを策定し実現することじ

より、次に示す将来像を日措・れ

d)家畜ふん尿の適正処理によるラムサール条約湿地の保全と快適な交通環境の提供

②家畜ふん尿のエネルギー源としての有効利用、並びに消化液・再生敷料等としての利

活用による地域内バイオマス資源循環の実現

巻家畜ふん尿処理の労力と臭気の低減による人と自然環境に快適な農村環境の実現
④隣接した自治体と連携した広域的なバイオマス地域づ〈り
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鶴居村バィォマス産業都市構想の概要 鴻′戸踊鵜居村
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3.3 達成すべき目標

3.3.1 計画期間

本構想の計画期間は、「鶴居村総合計画」等、他の関逐計画 (詳細は、「8. 他の継域

計画どの有機的沫勝」参照) とも整合・速鹸を図りながら、平成 29年度から平成 38年

度までの io年間とする。

たミお、本構想は、今後の社会情勢の変化等を踏まえ、中間評価結果に基づき概ね 5年

後 (平成 33年度)に見直すこととする

3.3.2 バイオマス利用目標

本構想の計画期間終了時 (、1}成 39年度) に達成を図るべき利用量に′:)いての一1漂及び

数値を次表のとおり言鋤淫する

本構想では、 4に記載するようにバイオガス発電プラントを設置する、科内r賦仔亨‐

る家毒ふん尿バイオマス資源をできる鞭り多く不ーノ罰するため、当面村内に発電容量 520kw

クラスのプラントを 3某設置することを想定する。

プラント設置場斬り、酪農家アンケ-〒・調査でバイオガス-′ラントの導入希望農家が

集中している字雪担原野に箕 1号機を建設ずである,』原材料の収集、消化液の散布を効

率的に行うかめ、分散刑貯留槽の設置や、農家の既存篤識を福用‐する、

2号機代、バイオガスプラント希望農家の多い.幌呂地区を想定 L -〔いる。設置のスケジ

ュールは、第 1号機の建設、運営、原材料の受け肩 L、消化液・再々‐般料の利罰状況を

加味しながら柔軟に対応する,,

表 バイオガス発電プラント整備スケジュール

年 H29 -H30 H31 -‐→32 H33 H34 H35 H36 H36H36

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2024 2024

1号識

雪裡
麹区

2号機

　　

地区

3号撰

地区

未定

　　　
ぬ ◎

勉強会による情 1、2
粥提供、参崩農家 状況を鞘
の寿美 計画策定

L, 建設
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　　　　　　　　　　本格碑

上記に記載した‐当両刀スケジュー・ルを前提として、 -・静,:ニた‐丁目標を設定 した。

〔1) 目標年次におけるバイオマス利用率

①ふん尿の利用率
現在、縦ヨ1.・化し‐ぐi・る牧草地または農地に散布している家畜ふん尿をバイオガス発電

に有効利用する
平成 33年慶までに 2基が稼働することにより、本村の家畜排せつ物の飯‐3% に相""-

る 66.400トンの家畜ふん尿を利用する。

表 バイオマス利用目標

溌薬物系
バイオマス

木質系
バイオマス

バイオマス

全般

食品系暁薬物

魔食用油

下水汚泥

間伐材
林地残材

家畜排せつ物

利用目キー
1

家畜排せつ物の利用方法の向上 (バイオガスプラント処這)に努める一方で、

食品廃棄物等の司一月を継続ョることにより利月率 00% を継続寸る

!
現在行われてし、る1割g化については継続して特進するとともに、バイオガ

、理盲処理されている食品系廃棄物をバイオガスプラントでの混合
し、、利用率 1(X)%を目指す“

100% を継続する。

1OC)%を継続する

L 」

矧 ブ□ジェクトーこより対内の林蹴 を活用し、
-52% を目指寸、

4 事業化プロジェクト

4.1 基本方針

大村のバイズ‐マス脈仔景及び利用状況を調脅した純具、家畜ふん尿が豊富に存有するこ

が耽らかになって、る‘現在、堆肥化したふ′し尿の牧草地・耕作地への散布にふる農地

還元が行われているが、村内ドカいてバイオガス発電に適 Lたふん尿はできる限りメタン

丸「ス発酵に俵勺.して、上述のバ イオ・マスコジコ.メ レー・ションシ ステムヒ不「一廉 L 、竜気 ・熱

の生産と副次的に得られる消化液をチ1淵 Lたバメオγス山来材料の畜産への導入を両立さ

せ、バイオマス資源の有効利用を図り、地域内でのニネルギ・一、肥料等の地唇地消の莫現
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をu指す。

・①バイオガス生産で得られる消化液を固液分離し、ふん尿提供農家に還元し、液体分は

消化液として牧草地・耕作地の肥料として、固形分は畜舎の数料として活用する。

②家畜ふん尿由来のバイオガスを燃料として発電及び熱利用を行うバイオガスコジェネ

レーションシステムを導入する。

家畜ふん尿有効利用プロジェクト損、地域のバイオマス資源である家畜ふん尿を利圧

して、下記のような成果が僚特される

ア 帯磁農家の作業環境の改善
イ 家脅ふん尿の液肥化による施肥環境の改善・道 .-ゴヒ

ウ 家畜ふん尿散布時の臭気低減など農村環境の改善
‐ェ 消化液及び再生敦料‐の利用による酪農経営コスト軽減

オ パイオガス利用の新しい姿が学ぶことができるエゴ・ツ・‐リ.ズム、グリーン

ツーリズム、環境敦青の健,点

カ 地域資源による電気、熱の生産

各ブ.7ジゴクトの取り組み、期待される効米、課題等を次項以降に示す“このプロジェ

クトは、近隣市町村、北海道、事業者等と連携して笑施う-る,

表 鶴居村バイオマス産業都市構想における事業化プロジェクト

家畜ふん尿柳 堀 プ□ジエクト T 木雲バイオマス発電,熱棚バイオマス発電・熱利用

ブ□ジェクト

間伐材

.止

フnロジエクト

バイオマス 家畜ふん徽

畜産謎家

木質チップから合成ガス燃料に変

換し、ガスエンジンにて発電
変 換 嫌気性発姿によるバイオガス化

利 用 バイオガス (電気・縄) 電気、熱

O地球温暖化防止 〇

低炭素社会の構築 C

目

的

リサイクルシステムの確立

聡実物の賊三

エネルギーの割出

航災・晒災の刺策

森林の保全

目

的
′、 の 0 0

エネルギーの割出 0 0

8 -
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王鰹 盃の再生 ‐ ! ○
生物多様性の確保 ー

　　　　　 　

各主体の1激動 〇 0 -

4.2 家畜ふん尿有効利用プロジェクト

4.2.1 コンセプ ト

本本」は、乳牛飼育から発生する畜産廃棄物バイ ~マメが多、ものの、そのほとんどが堆

肥化されているため、.葛度利用がなさぎじているとは言えない。

一方で、本村の家畜ふん尿は、

d}ほぼ同一種の畜産業 {乳牛飼育) が展開しており、生産される家畜ふん尿の性質がほ

ぼ一定であるぐ

②村域で襟農家の集約が図に)れ、比較的大規模な畜産農家が近隣r存在L、家畜ふん尿

収集に有利 -ぐある。

という評価ができ、バイオマス資源の有効利用の澱地である質の揃った原材料の収集が比

較的容易な薮弊にある。

,ニれ宗- 平成 Z7年度に ー再生 uj能ェ亥ルギー地域着服1」事業調査 (グ ーンブランバ --ト

ナーシップ徳助命)」、平成 29年度に「鶴居村バイオマス活用推進計画策定業務」を実蔀

している.これら0)調査業務では、「農家を・対象としたバイオガスプラント享楽の勉強会」

「農家アングー・ト、ヒアフング調査に」~る塀,状と将来計画、プラン 1・事業への参加意思の

姉認 -などを行っておりへそれらから考え‐られる バイオガスプシン 1・事業モデル茶の策

定 -を行ってきた。

バイハマス資源の中でも本村で最も多く蘇生している畜産バイオマス‘±、近年の営農スタ

イルの変化から、堆肥化の利用だけではなく、ハイオガスブシントヒふる液肥化、バイオ

ガス化の要客が高まっていることが、農家今戸アンケ・‐ト調査に ,よりおか てきた

そこでこうLた小村畜産業の利点を4‐かし、家畜ふん尿によるバイオガス鎌電と消化液‐

再生秋特発利活用するプロジェク 1・を展開する-

4.2.2 事業の概要

①これまでの取り組み

燈



人村‐ぐは、平成 23年度より畜産バイオガスプラントが建設中であるが、村、バイオガス

事業昔及び利用者である農家との痛報交換がィ・足しており、事業罰・薗の詩希mが決定してい

なかった 平成 29年度お、農家i二iHのバイオガス勉強会、バイオガス事業への参加を希望

する農家数 (バイオーデス取扱量) を決定する舎ぬの煎礎話査である農家アンケーテ・調査を

実施 Lた,

・日時/ 場所

・4月 25 ur 火 )13:30~ 下雪桜 )ミュ;テ′ビンタ‐

ー9:30~ 茂雪棚コミュ;ティセンター

・4 月 26 u〔太 } 13:30~. 支雪神‐滅ぶティセンター

19:30~ 上 -1.晃呂コミニテ′センター

4月 27 ](小)19:30~- 幌邑農村競境改善センクー

4月 Zs u(金 )19:30~ 下久著自責ユニテ代ンタ-

・開催趣旨

地域の青重な財産、であるふん尿を原料する事業‐ぐあり、勉強会を道 .二て農家の要望を取

り入れた事業計画を作成する 大事業では、紬強会、アンケー 1・調査を行い、将来の増頭

計画も含めて家畜ふん尿処錐に′〆、て考え、村と農家の意見交換の機会を増やし、村・農

家の意局,を LEとめ・〔計画を作成し、建設甲のプラン ;・(事業) へ反映させることを目的と
‐する

1く1)圏スに関す盤霜供
1

・メタン発酵‐バイオガスプラントの樵造
・先進地域のバイオガス事業概要 など

　　　　 　鶴居村バイオガス事業に関する質問、要
望の確認

欄議麗萱葺i --{3)鋤蝶とめ1+L:凝 議綴F1

・バイオガスプラントへの参加希望

村内 83戸の酪農・芥葦農家にバイオガスプラントヘ刀参加希望謂査を行った.25 戸から

回答が得られており、参加 IH戸、不参加 5戸、検討中 3戸及び末記,人が 1戸、回答者の 7碗も

(農家全体で{,t23%)から参加への前向きな回答が得られている,

参加、検討中の農家において希塞する運営形態は個別型 37T、集中型 16戸-ぐある.

33

　　　 　 　　
‐,‐‘

.
}r ^ 一 湖.・′ - りr{ , 、

.
・- -

L ▼ - ム ニ」・ ー
　　　　 　 　



表 バイオガスプラントへの参加希望調査結果

バイオガスプラント参加不唾動じ

　　　

不参加

未記入

3 戸

5P

　　

25 戸ー縮
ー
T自信十

・参加希望農家(検討中含む)の飼養頭数

参加希望農家 {検討中含む)の現時,急における飼養頭数は、捌.川越産↑が 2,341頭、乳帯

育成十が 1,949頭、肉用牛 :合わせて合計・ィ,355頭となっており、1{)午後{坪 L用経産牛が

3,036頭、乳用育成牛が 2,35()頃、肉用牛と合わせて 5,431頭である。ふん尿量は、乱用紐

産↑が 55希 lot′年、乳用育成牛が 16,362L,′年、肉用牛と合わせて合計 72,ィ59V 年となって

おり、10 午後は乳用経ー姿牛が 72 02』'-ノ年、乳用育成牛が 19,7281.均 ;、肉用牛と合わせて

堰 館L/F と予想、される“

表 バイオガスプラント参加希望農家 (検討中含む)の飼養頭数

ふん尿
ヒ
ノ年)
1開化 「0年後

55.540 - 72,029 ,

飼養頭叡
種 別 - 現在 10年後

乳月耀嘩牛 2.341

乳用育成牛 1,949

2,760

2,140 16,362 19,728

137 13了-刻用肥昔牛 15 15

翼用育成牛 に0 25 420210

合計 4,355 4,94072,459 92148

経産牛換算 (‐詞. 3,054 3,884

勉強会でバイオガス事業に対する酪農家お考える事業の課題、要望等を鈴認Lた。謀顕
克服 }て向けた対応策について検討を冬]い、バノオ‐マスぷ業都市構想、今後は)バイオガス.事

業計画を特進する 明らかになった主な課題渋、「事業の進め方、村、JA、事業者の推進

体制」、「事業計画、農家の経済負担体制」、「事業実績、技術面の課題」でか)る.課題

と対策案を以ドに示す、
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(1) 事業の進め方、村、JA、事業者の推進体制

』
醐
=
酪農家r:事業概要が上手く働 つていない、村・JAの推進体制の見直しが

r必要である。

(2) 事業計画、農家の経済負担体制

ドョ 1
酪農家力納得した当初の事業計画(農家の負担額)が変更され現状では

1事業計画が不明である。

(3) 事業実績、技術面の課題

1
①課題
『1
事業者は国内のバイオガス事業は未経験で、国内で稼働莫綾の無いプラン

ートの導入が不安要素であった。

②複数の中規模施設の計画的設置による発電熱利用 (コジェネレーション)事業の展開

全戸に対して実施したアンケート結果を基に大規模なガス化・発電施設を頓彼で設置ヲ・

るのではなく、村内に中規模施設を計画的に複数設置・展開する。家帯ふん尿を提供する

畜産農家の存在状況、原材料である家畜ふん尿の管理・発生の状況.にどを・踏ほえ、各プラ

ントの設L個を進め、安定的な原材料の受け入れ、ガス化、発賃、熱供給の実現を 1」指す、。
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③スケジュール

初 度は、発電能力 総okw 規模の :」ジ;こネレ・‐ション発電プラン 1・ {第 ↓ }」機 ) を村内

学雪裡原野r設置する 29年度に培 -.を開始しており、30年‐度の発電開始を目指す,

その後、筋 1考糖での成果や瀞歌、村内で発生する家畜ふん尿の量、質、寵生エリア等

を踏まえて、村内適地に1司様の中耕附1コジェネレーション池談 (第 1ぢ・被も含め計 :iか所)

の設置を進めていく
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送)プロジェクトによって得られる成果
第 1号嬢では、520k~yクラスの発鴇能ノ」を有するコジ; ネ レ‐‐ションを尊人 L、下記のよ

うな成果を得るこ′:を目指す。

ア バイオマス処理能力

第 1号機では、年間秘,705 トン桜霞のふん尿の受け入れを想定 1‐ている。これは継薩↑

約 1,800頭分のふん尿に担当する。鶴居F,で発4三すると見込まれるふん尿量の↓9.8% に1・目

、.1す る o

イ 発電量
コジェネシステムにより年間発電量は 3.70独Swh、うち約 2,96濡欄 Lを北海道電力に売議す

り。この罪当量は、鶴居村の電ノ」使用量 2.300Gwh(北海済霊力ヒアリング) の約 12.S%に

相当ナる“

ウ 発熱量
コジニ‐スシ.ステムで得に)れる柳の 50% の 2,538,52棚 頭 を発酵梢加湿など自家利用する。

また、本質バイオマスプラントで生産きれる熱は、公共施設への供給を計画 L′ている‘

工 消化液

バイオマス生産に上り、副違物 ,どし に ず

て得られる消化液は・受け人れた家畜 下種△一三
ふん尿とほぼ刑罰 5られる (年間 1 とら . 益 態 . で ,

甥・7051・ン」 誹増イヒ液の一部は原 -穆 ‐
・
唖 蓬』墓熱三割

料楢に再投入するが、残りの消化液を・

両液分離して得られる園休講畜舎の ご芯 孝
一
デ;-

軟料 :して、液体 液U巴として利用可

能である“固体部分は教科・としては女

柿できめ細かく、優良な救料となり、 写真 消化液の散布様子

畜産農家の敬利札の低減だっなが為 液肥は成分分析 L朴後、これを原則ふ/′尿提供農家

への還元を行い、従来の農地還元に変わる肥料として牧草地・耕作」也に散布する ととす

る その他、上述の高付方--価値農.姿物鱈生蕉にも供 可る。
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その結果、臭気の低減、分1斤に意-づいえ適切な施肥~、商品,としての汝肥利用の可能仕拡

大、丙生敷か1トの有効活用、施肥コストの削減、.島付加価値農産物販売と;、ったメリットが

編ま・れる

1トピック 消化液の特徴 1

家畜ふん尿などのバイオガスを原料として、発生したバイオ力スを取り出しだ蜜に残

る液体が消化液〔メタン発酵消化液)である。消化液は、有機肥料として利用され、バ

イオガスプラント導入地域の農作物生唾、家畜の健康状態、酪農経営などに好影響を与

える。消化液を利用している農場ではlha あたり 12‐8千円の化学肥料購入費削減効

果がある (平成28年度墓地土木研究所調査より)。
また、消化液はメタン発酵により悪臭が大幅に軽減されてし、ることから、末熱堆肥の

散布による悪臭問題対策としても大きな効果がある。

ー鰻的に、消化液が生産される際には以下のような変化がみられる。

・全体量および窒素、リン、カリウムなどの肥料成分の量はほとんど変化しない。

・メタン発酵により固形物、有機物、揮発性有機酸の数値が低下する

・窒素の約半分がアンモニア態窒素になるため、化学肥粗との代用が可能で、植物への
吸収力舎よい。

・有機酸が減少し、アンモニアが増加するだめ pH が上昇する。

・熱処理を行ってし、る消化液は、大腸菌群数や傷球菌等の病原.匠微生物は検出されない。
・雑草種子の死活化

・腐食物質の泡加による膨軟化と排水・匹の改善効果が期待できる。

◎事業の採算性
ブシントー建設費は約 9億 5000 万円、プラントの運営には年間約 7,000刀円を想定してい

る。本村の集中刊バイオガスプラントでは、原料の輸送、ふん尿の受け入れ、液肥の保管 ・

農地への散布、機器メンテナンスや発酵管理等といった管理面が重要になる

収人す,[、発電した豊力の充電 (固定価格費号飾り度利用な .ゲを想定) でィi:間 124,8{〕0-「‐刃程

度を見込んでいる“

事業採算性の向上や、安定化{,t継続的に取り組む必要のある重要な課霞である 齢に掲

げるような、きめ綱かたく事業運営により、リ.スクを回避するとともに、今後、投入材料の

工夫に上るバイ‐ガス孫醇の効率化、土産される熱の販売、液肥の販路開拓などにより収

人源の拡大、採算性‐の胸 たを隣っ、ている。

⑤プロジェクトの成功に向けての総合的な戦略

ア 家畜ふん尿受入れにあたってのきめ細かなコミュニケーション
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バイオガス発土効率を-{"↑させるためには、プラント}γ殺人-rる家畜ふん尿の質及び曇

り)管塩・確保が必須である そのためには、家畜ふん尿を提供する畜産農家の協力がと、て

も重要となり。◆また二、消化液ぴ)散布、肉生教科の使用ごついても農家ぼ)蟻力は不可欠であ

る :

木・プロジェクー、では、プラントを村内の農家かに)遠くない位置に分散して誰隠し、鶴居

村・JA く -ノろ丹一員・小婆の脇定に基づいて事業者が戦局利と JA の‐テボー・トを受けつつ、農

家との密接なコミュニケーシ塁ンを重視 1ノた避扇を行 う。

イ 分析‐管理体制の充実による安定的な運転の実現

原材料、であるふん尿の質帯剣や、バイオガス土違の状況管堺、被肥の,『.質管理のため、

ゴロ海道大テ大学院工掌る明究院や(‐蛇)釧路バイオガス研究所(仮称:設立予定)と赤勝 1一、検

査・分析体制を整備する これらの機関による精密な分析により、適切な原料収集

や液肥の施肥が可能 なり、農家との滴卿なコミュニケーションが可能となる。

こうした分析・管弾体制は、釧路地域の各市町村の活動・事業とも脇カレ、ご熱備を進

め、釧路ー也城におHる家畜ふん尿利疋の基鰍となる研究機悶としての役割を担うことも

期待 1ノている

また、2号機以降、発電施設を村内に複数展開する予定であるので、ごれも発電施設を

統括的に管理-rる運営体制を熱僻し、麦定的な運転、を目指す

ウ エコ・ツーリズム、環境教育の新たな拠点としての活用

本村戦、釧路湿原やタンチョウなど豊かな自然を活かした観光、牧場零を活かした農業

体験などコーゴ・ツーリズムの辰紫がある,今回の計画は、単なるバイオv ス施設を建設す

るのではなく、鶴居村のエゴ・ツーリズムだきうなる厚みを持たせる .ととなり、また、

観光施設的な要素を・持たせることにより、施設見学・視察を含めた観光入込客数・宿泊者

の増加が期枠でき、また臭気0)軟膏等により、さらなる観光州としての幅力アップドつな

がることが予想される。

さらに、人陽メ務電も加えた壕夷教育のメニューの一つとし-【活用し、村民のみなら-r

周辺市町村の件民の環」嫌保護意識の向上Fつなげていく,,
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1トピック バイオマスを活用した産材観光 ,環灘蛸 J

家畜ふん尿を原料にする未熟堆g巴の利用は、散布時に悪臭を放つことから、地域住民生活、
観光業に悪影響を及ぼす。家畜ふん尿を密謀状態で衛生処理を行うバイオガスプラントは、
熱や電気などのエネルギー供給だけでなく、臭気が軽減された衛生的な液肥を生産すること
ができる。
それにより、絶無濃境の臭気軽減やバイオガスフラント施設視憂により、多くの観光客や
視察琶を受けいれ、交流人□の増加が期待できる。また、地域の小・中学校での環境教育や
産業観光の-際として施設を活用することで農業酪農視察や生乳加工等を含めた地塚の資源
価値の情報発信ができる。

工 余剰熱の活用
コジェネレーションシステムからはれ1当量の熱を行ることができる。冷涼な気候の当」也

域では熱の確保武藤料‐代によるく」スト高の要因になるため、熱は貴重な資源である この

観点から、熱の有効利用も図る。

例えば、本科でぎ1画され‐〔いる木質バイオ‐マス事業における木材の乾燥、熱を和帯した

ハウスでの水耕栽培、トロビカノンフルーツの導人、水産品艦上養殖など「話付加価値び)農水

産品牛島や、試験農場での熱利用、混浴施設での利用などへの有効利用が考えられる 今

後、件民の意見、丈現可能性の検証などを通じ、具体化していく 定であろ-

1トピック 余剰熱細 っ短瀬 だな産業づくり 1

余剰熱の有効利用は、バイオガスフラント全体のエネルギー効率を可能な限り高めるため
に不可欠である。今まで利活用されてこなかった余剰澱の活用は、地域経済活性化、循環型
社会形成、地球温鍔化防止にも貢献する‐このことから、バイオガスプラントの稼動は家畜
ふん尿処理や売重を伴う事業主体やふん尿処理委託農家のみならず、バイオガスプラントの
利月に伴い影響を受ける地域住民も含めたエネルギー利用システムとしての展開が望まれ
　　　

発電する際に緋熟として発生する熱エネルギーを有効に使うシステムがコージェネレーシ
ョンと言われるシステムである。それ以外の熱エネルギーは未利用が多く、有効な活用が検
討されている,近年のエネルギーコストの高騰により、この熱エネルギーを施設園芸の冷撮
房として利月することが考えられている。
道内のバイオ刀スフラントで13、熱の一部は発酵糟の加温や輸送車師やコンテナの洗浄な
との施設に活用されほか、晦追町ではチョウザメの陸上養殖、サツマイモ、マンゴーや要用
植物のハウス栽培、土幌町ではフグの陸上蚕殖、新得町で13温泉宿泊施設への供給など、様々
な取り組みがなされている。

4.2.3 雪裡地区 (第 1号機 )

①集中型バイオガスプラントに参加検討している農家のふん尿量

雪裡地1八を甲心とした 10戸、経.牽牛換算頭数 1,800頬を対象と‐する集中型プラント,原

料,輸送距離法学均 4 km。
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②エネルギー生産量
上記のふん尿量から′ト.亀 ;見込まれるバイオガスは ↓ 80 棚が 「であり、このバイ

ガスから発謡 u崩さな電力は 3,7(}4,o6魚群・/年 である,コジ;‐オ発電機で発電した場合に得ら

キ16 発熱疑獄 5.077,057政 aし斗であり、この熱量の 50% ぬバイオガスプラン 1・施設で利用

されたと仮定するど、得られる余剰熱量に 2.533.528B1cal′年である‘

表 雪裡地区プラントのエネルギー生産量

エネルギー
1-.

・
ル ー 童他 生産毛

nドノ年 1,780,799バイオガス生産量

発電可能三

発熱量

余剰熱量

kwn・/年 , 3,704061

Mc 碑/年 5,077,057

Mcal,′年 2,588,528

@-充電収人

上記の発電量ゐ・らプラント-ぐ使用する電力量をだしザき、発稲量の約 8 割を赤竜量とし

た。rTT 制度で活用して、単価 42‐12 円ノkwh で販売した場合、売需収人は 124,812,{〕:顛 千

円が見込まれるヨ二言己の務電量をずべ、て進産地渦型′:Lて、単価 20H/klihで販売 Lた」場合、

売需収人 ;,t59,265丁門 く見込まれる。

表 雪裡地区プラントの売電収入

、

i

F1T臥 21 地軸;肖型ョ

2芋蔓瀞 2誓書呈さ1

項目 単位

売亀隼1面 19′kvyh

売電話 kWh/年

売電収入 干円!年

④.運雪収支

集山型バイオガスプラン 建設費を 950,000千円と算出した“

HI 制度を溝罰し差売電の湯合、収支は詞 ,459千円で々)り、地産地清輝.び)場合、32.662 丁

nである

各項目の説明をト記ir記載する“

a.収入

・ふん尿処理費

酵産す 1頼あたりぬか壌費妾 10,t)0「)円と仮定すると、ふん尿処蝉費の収人キ118.000

千円である。

・充電

充電収入は↓記に請殺した通り‐ぐあり、FTT制度を活用した場′合 12 812千円ノ年であ
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り、地 .墓地憎琴rでは 59,2郁 子円である。

・余剰熱販売

酪農家の・経農施設で利用する :し、余剰熱販売の収入;ませローある。

・消化液販売・散布代

酪農家へ濃化液を -;11.」/t、散布代を 510 九で販売 Lた場合、収人長 23,530千円で

あるっ

b.支出

・プラン !・建設費の償却費

建設残の償却期間は淑)年』し、Fn 制度を活用 Lた場合は農-1r漁村 6次産業化対策事

業のうら-ー也城バイ‐マス産業化併進事業 (地域バイズ‐マス産業化整備事業)(1鳶補助)

を利用し、5/6「-己負担する :考え、39,583千円と算出した

地産地梢型でぐよ、地域の特窄1:を活かしたエネルギ・・の旭岸」也糟特進事業費補助金 (分

散型コ:ネルギーシステム構築支援事業のうちエネルギーシステム構築事業、2焔補助)

を利用し ]ノ31.-己負担すると考え、15,833千円と算山した

・維持管理費

1司規様のプシントにおける維持管理費の実績から26.k…〕千円と算出した。

・ふん尿輸送費

酪農家の位置とプラント予定」地の即断から算出し、支出は 14.000丁円である。

・管理者の人件費

管理者 2名を…人 :も750-r 門ノ年で届扇す‐ると仮定し、支出は 7.500 千円である。

表 雲裡地区プラントの運営収支
T白目

・
′′"・口

　 　　　　　　　　= 1 ハV押八=-? 【収入 ふん隷処理賓

　　　

収支

フラント建設費の償却費

用地数得お

鍵寿管理き

ふん尿輸送費

壱は音の人件費

項目 〒 単位 F1T制度
1
地産地淵型

千円 18,000 18,α )0

千円 .124,812 59265

干円 0 0

干円 23,530 23,530

千円 166,342 , 100,795

千円 39,583 15833

干円 0 0

千円 2a 叙)0 26.8〔P

T 円 18,0〔刀 す8,000

干円 7,5(刀 7,敦 )0

千円 91,883 68,133

千円 74,459 32,6e52
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2)地産地消型

事業‘岬ヌ益性の判断東準となる↓RRは 7年 ]で 1.R%である,
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4‐2.4幌呂地区 (第 2号機)及び久著呂地区 (第 3号機)

①集中型バイオガスプラントに参加検討している農家のふん尿量

幌昌一也区及び久著目地豚‐を中心とした各 10戸、縦産十換算頭数 1,400頭を対象とする巣

」聖プラント, 原料輸送艦隊は平均 4 km, ・

③.エネルギー生産量

上記のふん尿量から生還が見込まれるバイオガス÷;],385,OG 節?/年であり、このバイオ

ガスから発電可能な電ノ疎ま2,880,936鰯蹄年‐ぐある。コジ、ェネ発電機で凝重しと場合に得ら

れる発熱量は 3,918,322凧 aV 年であり、この熱量の 50% がバ イオガスプラン }・施設で利用

されたと仮定すると、得られる余剰熱量さま 1,974,411Mcb1 年で稔これ

表 幌呂地区及び久著呂地区プラントのエネルギー生産量

1 ェ製ギー 」
て d

学位 生産三

ma/ 年 - 1,385, α 56

kVM・/年 2,880936

Mc 司,′年 3.948.822

Mca輝 1.9744ー 」

バイオガス生産霊

尭電可能登

発熱量

　　　　

③充電収入
上記リ)発電量から、プラン 1・で使用する電力量を斧 L引き、発電量の約 8 割令売煮量とし

た F1r 制度で活用 して、単価◆2.12 勺′kwt で販売 しか場合、売電収入は.97.076 千円か兄

臥豪れる。上記の発電量をナベて一也i肇地泊埠′として、単価 20円/kwhで販宛 Lた場合、充電

収入は 46,触る千円が見込 .ミれる

表 幌呂地区及び久巻呂地区プラントの売電収入

地産地湾型項目 車軸 Fn「制度

42,12

2,304749

97,076

充電単価 円/kwh

売電選 kWh/坪

売電収人 千円/年

2≠304 49

4 6,能 5

④運営収支
集中型パイガガスブラント建設費を 950,00OT‐円と罫出した ,

FIT制度を怪用した売需の場合、収支積 41,494-r 円であり、地産地沿型の場合、↓4,263-F

円で あ̂る“

各項承り説印1を下記に記載する,
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"‐収入

・ふん尿処理祷

紙達牛 ↓頭あたりの処理費を 10,000円と仮定すると、ふん尿処虐書の収人はー1000

千円である。

・力電

州電収入は 1;記に記載 Lた ぬりであり、FIT制度を活而した場合 97,076丁円/年でのり、

一色産地梢型で÷,t16,095千円である

・余剰熱販売

酪農家の営農施設で利用するとし、余剰熱販売の収入嬢ゼーrぐある,,

・消化液販売・散布代

酪農家へ消化液を 51円/.、散布代を 510円/tで販売した湯′合、ー反入は」8,301干円で

ある,

h‐支出

・プラン f・建設費の償却費

建読書の償却期間稜 20 :とし、nr 制度を活用しか場合は農山漁村 6次産業化対策事

業のうち」也域,バイオマス産業化推進事業 (ーせ城バイオマス産業行く整備事業){1/6 補助)

を利用し、5尾 白山賃サ1すると考え、39.383丁円と鼻出した。

地礎一也滴型では、地域の特・性を湧かしたユネルキーの地産鋼糟推進事業費補助金 (分

散型±ネルギーシステム構築支援事業のうらエネルギ・‐ンステム構築事業、2ノ3補助)

を利用 L 1/3ドー旦負針ぐずると考え、15,833千円と算出した

◆維持管理費

1司規模のブシ/1・における維持管環愛の欠陥から26,qm 千川と算出した

・ふん尿輸送費

酪農寂び}位置とプラント予定地の獅耕から鼻′1~し、.支脚 114,UOO-「円である。

・管理者の人件費

管理者 2名を一人 3,γ5〔)千円/年で雇用すると仮定し、支出塩 7,500 丁円である。
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表 幌呂地区及び久箸呂地区フラントの這営収支

項目 単位 F1T制度

千円 「4,000

千円 97,076

四

円

円

四

円

千
‐
干

す

干

干

干円

千円

干円

O

18,301

129877

39る83

O

26,800

14,000

7,500

87,883

41,494

地産地清型

14,000

46,095

O

18,301

/8、396

15,833

O

26,BOO

「4000

7,500

64133

14,263

ふん尿処-理奨

充電

余剰祭鮫売

消化液販売・教布代

フラント建設費の庭に費

用地取得費

維持管理資

ふん尿輸送費

管厘者の人件費

-
- 〇

区支
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c.事業収支計1蝦表とTRR

I)ドば制度

事業の収益性の判断東維 :なるIRRは 11年 ]で乙弱るである
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2)地産地消型
事業の収益性の判 1新基準と・なる 1眼 iilz 平日で 2‐1%、さある。
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表 家畜ふん尿有効利用プロジェクト

ブ□ジェクト祇豊

・乳牛ふん尿を適切に処逗するバイオガスプラント事業である.

・食脅魔奏功も原料の対象とする。

・バイオガスプラントは乳‘fふん尿処弾施設、バイオガス生産施設とする,生産したバイオガスは隣

′麦するバイオガス発電公社へ版売する,

事業土体 企業、銭越村出資の合同会社

計画医澱 幌呂地区、雲樽鯛区、久誓呂地区

村内の酪農家全戸を対象としたアンケート調査を実施し、バイオガスプラント事業に参加を希望する
農家、処理変量を把握した。

刊内農家 30 戸から、乳′↑排せつ湖 109,135t/年を調達する

原料調達
計画

塾象頭数(蕨)
排せつ物三
tノ

1,800 ー蚊

42、705

1,400 頭

33,215 33,215

幌軍 久署呂 合計

30 戸

4,6()○頭

log,135

施設整備
計画

L‐

・村内3瑚!顛にバイオガスプラントを整備する。

・全地域ともに、複数の優容から原料を収集する集中型プラントとする.

・第 1号機の雪神地厭は既にバイオガスプラントが露誰1}であるため、早期の選債を目指す

住所 北・海道阿寒郡脂唇地学雪狸 550 番の 1

ント処眉三塁とエネルギー8

109,135

455Q931

1班 4411 1,9744ーー16,48治め

-

51



【電力〕
生姦しだバイオガスによる発電李業を突節する,電気の販売欣利用については、閏定価も買収制度

製品・エネ

ルギ ーヌg

用計画

(F1T)、地戦内歪力供給の 2ハターンを検討してし、る。

・ト1Tを活用して、北海道電互に売重する 売電三はプラントで使用する電力三を差し引いたもの

こするY

・農家、公共施設、JA 施設など」也鳳肉への電力供給を行う。

発重8と売目収入見込み
地区名

白「「事業 (干円)

地団内供給 (干円)
(20円ノkm′h)

59,265

97,0マ6 318964

46,095 46,095 151,455

【熱く発電余桑熱)】
バイオガスフラント隣接地にハウス温墓を建設して熱供給を行う
バイオガス発電時に発生する余

る.ハウス農業については、パイ

[メタン発酵汽化液】
消化液 109.135L ノヰは、バ・

る ^

する余剰熱につし、ては、プラント同国にお1づる農業ハウスでの利用を試み

バイオガス事業の決定後に詳細を挨試する、

(イオガスフラント参加辰家の農忽に有機肥料として獲元 (販売)す

畜産バイオガスプラント事業費は950 百万円、合計 2850 目万円とする.

平威 28 年選 :麦海設計

平成29 年度 :施設建設者手
平成 30 年度 :施さ彬完成、遮諒開始、電力、余乗熱、消化液の利用、販売、再生款料の利用
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【事業収支計画① (F1T充電モデル)]

収入{干円ー
曇輝　　　　　　　　

　　　　　 　　　事業収支
計画 (内部
収 益 率
(IRR)を
含む。)

-旭部収益 15
肇(1RR) 20 年



平成29 年度に具体化する取組
・樫認紘湯所の特定i済)

・空地、地盤塾1嵐済)

・施設の謎計、殺器の発注

・笑納主体の発足、体制整1南

・第 1号樹へのふん尿受け入れ農家の特定、農家との受け入れ内害の合意

・北・海道重力との逗系契約

つ
成
塩
協
力
電
始
消
隠
の
5

に

穴

機

料

オ
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開

・
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磯
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1

‘

・

・

・

.

.

.

2

.

.
↑

一
車

1

2

・分析機関との協力体制磁肯{北大工学研究院との蓮幕、姉釧路バイオマス研究所(仮称iの設立・

5年以内に具体化する取組
1号裾につし、て

　　　　　

・発電機等必要な機器の設置
・原材料(ふん尿扇 の受1ゴ入れ熊雄

・バイオガス生産の開始△

・北海道電力への連系

・売雷開始

・原料・消化液の分析、配布

g機以降
・18 機の啄1罫劫向を見ながら1順次建設計画作成・扇数等との調堅・ふん尿受入れの埜1南を進める‐

35 年度までに、3箇所の 500kw 規模の能力を持つフラン

10年以内に具体化する取組
年度(2026 年度J には、以下を目指すこととしだし、

き村内の畜産辰家から様出されるふん尿のうち、バイオガス土産に遣したものについて、できる

tイオガス生産に利用するへ

に設置される太陽光発車プラントと合わせ、村内で清白される重力謡に樽当する国のを再生可能
エネルギーにより生産する、「エネルギー地主飽満の稲」

動業と課題

・地震鍔源による亀気、熱の生産

・畜嘩農家の1乍業環煮の改き
・ふん尿の液肥化による施肥1員境の改善・適正化

禦 ‐家畜ぶん駁散布時嚇 鰯など震騰 磯責
・再生執縛の利用によるコストダウン

・バイオガス利用の新しい姿が学.罫ことができるエゴツーリズム、グリーンツーリズム、環境教

育の拠点
バイオガス生産には、適切な原材料の投入が不可欠であることから、

・原材料であるふん尿の農・この確保

課 ・その他村内から発生する際夏物の;効利月

題 ・メタン発酵の精密制御によるメタンガス生成量の安定化
・土壌・液肥の成分分析による誹作濃境の高話適正fヒ
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4.3 木質バイオマス発電・熱利用プロジェクト

f ブ□ジェクト概要

謬業概要

施設整備計画

製品・エネルギー

利用計画

事業費

年度別実施計画

・協定終帯の近隣地域との協議によるチップの安定供給の確約

・事業計画の策定

・木質バイオマス発電施設の実施設計
・木質バイオマス発電施設善工

・木質バイオマス発電飾設本格稼働

効果と課題

・間伐材利用の塚注、未利用林地残材の活用

・災害鮪にお17るエネルギーの復候

・化石燃料ラ当際二と=愛1ヒ凌奉拝「山の割減

・安定的なチップの健保

・村陸の木利用材による、熱供給と売電事業を行う‘

・間伐材や林地残材など小貫チッフから合威力ス燃料に変換し、ガスエンジンに

て発堕する‘

・小型パッケージ化された装置であるため、属し、敷地及び複雑な工事は不婁.T

湯や公共胸ー燈でも簡単に渡警可能である“

・村外業者 (進出予定)株式会札ジエネックス

小貫チップ廉木集荷地域 ;鶴居村村内山林

設備所在地 :北海選河墓都鶴居村睦言函 1‐1

・森林組合から未利用材を年商御 1,500m 種目達する,

・木賃チップ原木美杉範医は当該木質バイオマス発電施設から約 20km 圏内。

・予定購入値屯は lm3 あたり3,500 円 (tU土湯の薦台)、4,700 円 (集積場

の厩舎)〔水分率反 )%′イ50%) である、

・認可され次男、発電システム (コンテナ)の設置、

・発電容冨 49kW

・筆電された巨気エネルギーは金三北海道電力へ売雪予定“

・熱エネルギーにつし、ては、庁舎内0書房などに利用、

・1億円

・平成 30 年度内の親可を目指し、平鳩 30 年腰からの稼動を目指す

3年以内に具体化する取組
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‐r r -, .▼, : - 『 - - . 「 - - ‐F , , - -

・森林組合では未利用材が有価物として取引される。
(おか粉にならなし、木材やタンゴ□などを利用し、既存の木材の流れを妨げない。)
・鶴居村公共施設内の暖房として熱利用を検討。
・町外事業者は売電事業を行うが、売電のみでは採算性が悪いので、実証プラントとして位置づけ。

一繁昌』
鶴居村公共施設 [.饗勘太し、技及m

竺

・

　　　　 　　 　　 　　　　 　
　
　

マイク□ 7葛瀞 チップ製造 約1・500m3/ 年 森林組合
バイオマス
システム *
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5 地域波及効果

5.1 経済波及効果

本村にお てバノオマス産業都 衛想を特進するこねこより、計画期間内(平成 38年

度までの 10年間) に、次のような市町村内外への波及効果が封1待できる

本構想における事業化プロジェクトを実施した端今に想定される事業費のうち、義人を

予定し‐〔いる機器を除く、‐べて地域内で需要されると仮定して、北海道産業涜関分析シ

ート(根室釧路圏平成 17寸・データ) を用いて試算した結糸、以下の経済波及効果が期待で

きる

表 北海道産業連関分析シートによる経済波及効果 (単位 .億円)

都- 県* 終需翌培圃 35,.6 ‐ 1
ー 1

雇用者所得誘発額

直接靭果

1次姓産誘発効果

2次生建臨誘発効果

※ 直接効果 ,需要の1智力ロによ′て新から生豊信戦が発生し、このうち都道府県内小′ー‐藍活動に彩郷を夏}.〔

す循 (ー祁消軒県内最終斎雲増加額)

※ 雲 1次管秦波及劾衰 (1次効果)二皇“功米が波及するこ′‐‘-,工“、と商活動に必要な財・サービスか

各産業 ,)・6調達 さォv、これらの財 ・‐サ・ビスの生唾に必要となる原

材料等の竺直が次々野誘鷲される,:とによる′1‐墜誘発額

※ 第 2多く間接波及効果 (2次効果):生産活鉢 (-;核効果及てメ1次問感波及効果)iニよって躍際考所得が

誘発されることに,:り、さらにそが) 割}が消費に回る~ とによって

生産が謎庵されるこHr tる生育誘嫌額

※ 談合効果 ;直接効果、 1次間接蜜及効果及び 2歌間接波及効果の合計

5.2 新規雇用創出効果

小構想における事業化プロジェクトの実施に」二 、以下?)新規雇用者数の増なめ;期待

できる‘
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表 新規雇用者数
学業化ブ□ジエクト

家畜ふん尿有効利用プ□ジエクト

木質バイオマス発電・澱禾j用プ□ジエクト

新規雇用者数 (人)

5.3 その他の波及効果

バイ マス′姿業都市構想を推進するrとにより、経済波及幼具や新規雇用創出効米の

他、以下の様々な地域波及効果が期対できる,,

表 期待される地域波及効果 (定量的効果)
期待される効果

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

地

一

リ
立

地廉温暖化防止
低廃案社会の構築

廃棄物の涌観

エネルギーの創出

防災・減災の対策

余剰熱利用による新規定
用の創出

流入人□増加による

・バイオマスのエネルギー未」用

による化石燃料代替三
・バイオマスのエネルギー利用

による1ヒ行燃料代雪費
A重油換算)

・温室効果ガス(C02)排出削減塁

・エネルギーの汐産地…肖率

=生産されたエネルギーの村内での消費
量/村内で生産されるエネルギーの=

・消化液利用による肥料購入費軽減

・産業廃棄物処逗量の削減量

・地域エネルギー自給率

」バイオマスによるエネルギー供給毎/
刊内エネルギー消費量 (一般家窟)

・電気及び熱の供給

・蓋芸施設にお1ブる新規雇用

・バイオマス活用施設への弓タトからの視

察・観光音数

足濠効果 i
宅気 :9,895MWh ′年

2億989 万円ノ坪

Z335t-C02/ 年

電気 :100%

熱 .1(X)%

消化液肥料成分の経済効果

電気 : 294%

無 :14,1%

電気 :9,895MWh ′年

新規肩川者 :28X3 施設

8,000 干円

宿泊費8千円×視察者1千人)」

また、ド講じ不参.ような定員指導例によっても、様々な地域波及効果を罫姪することが

期待 - きる。



表 期待される地域波及効果 (定量指標例)

略される効米 1 定綿鰯

6 実施体制

6.1 構想の推進体制

本構想が有効に機能し、具体的かつ効中的に推進するためには、プラントの設置運営

だけではなく、家畜ふん尿の収集、生産される液肥の散布等が、‐迫の流れとして、常

時、適切に動いていることが不可欠である。そのためには、畜篠農家、地域が有機的に

連携する【とがィ・g1火となろ,,

また、原材料‐である家畜ふん尿や肥料として散不」される油肥の者.質管理、メタン発酵

の調整特薦、機器のメンテ・テンスなど、専円的な観点からも適切な管煙が必要となる。

そのため小橋4段で檀、プラント設置,′運営会社だけではなく、運営に関わる鶴居村、

」A くしろ月頂、事業者、一也元企業から橘-」にされる「鶴居村バイズガス推進協議影≧」を設

置し、関係者間の述総調整、・構想の進捗管理、変更の決定などを行っていく‘

妊主体の協勘

一

派
・環境活動等の当及琶光

-バイオマス活用推進に関する広報、アンケート、イベント (セミナー、シンポ

ジウム等)の実施回数、参画人数

・初民の球猿意識向L

等)への参画人数

バイオマス活m推進に関するアン一 冊 シンポジウム

.

r資源こみ零の回収量

・険嫌教育

-バイオマス活用施設の視察・見学、環矯教育開運イベント等の鹿町回数、参加 1

人数



　　　　　　　　 　　　　　　　　　
バイオガスプラントメー力- 雪 g票家アンケート鯛　 　　　　　　　　 　雪 g票家アンケー 1

　 　 　
鴇髭刊バイオマス利粘用遷進計 [嚢m 尾 ‐
回 (平威29年度受託手蔓) コンワルタン 夢　

奏 +憲にまヒアリンク胴否

バイオマス洋美都市構想
の修正

事案提案◆1謬れ象娯

　　　　　　　

ふん扇・バイオ液鱗の輸送麓馨

1 方フント縫瀞ぎ=--奨 1

バイオエネルギーの!隙飽湾

バイオガス事蔓巻

[扇らかには〕にー
バイイカス亭著の
く1) 事業隆宏は、
　　　　　　　　.3膜家意見のとりまと

め

実績瀞棄
一
壷
鯵ー
に

r 余乾叙＼ 修フロジエクトく水旨バイオ▼覇
:力スケート÷ との逐携

1利月なと.1 ハウス裏業など引罰さ業の嘩祭 1

図 構想の推進体制

6.2 検討状況

大村でふま、
ー
鶴居村バイオマス産業都‘i」構想検討会 を設置し、バイオ・マス産業都市構想

策定に向けた検討を行っている‘これまでの検討状況をト表に示す。

表 バイオマス産業都市構想策定に向けた検討状況

年 月日 ブ□セス

グリーンパートナーシッフブラン補助金 (遍

壕省)により、フィージビリティ調査 (FS

調沓)実施
平
成
2
7
年
度

8月7B バイオガスプラント予定焔調査

1ィ月30 日 バイオマス産業都市柊想検謎

村内の再生可能エネルギー利用のポテンシ

ャル、特に家畜ふん尿を利用したバイオガス

事業の可能性について、データ収集/分析、

豪家アンケート雲を実施

熊居村、JA くしろiゴ頂、プラントメーカー

で候補地を諺査

GI



1月 14日 バイオマス産業都市渥態模副

=

2月8~12 白 バイオガスブ○ジエクトについての勉強会

バイオマス産業都市海想検討

5」一16日 鶴居村議会に説明

平
成
2
8
年
度

5月23 日~30 日 鶴居利での靴飯調書

7月4日 銀き村後家説明会

8月160~21 日
バイオガスプラント海外先進地視察

(フランス)

11月24日 露家説明会

2月27口 農家説明会

3月1日 豪家説明会

4月12日

平
成
2
9
年
度 4月 25 □~28 日

鶴居村バイオマス活用推進計割策定業務委

託 (村当初予算)

地区別でのバイオガスプラント説明会開催

(計6地域)

骨格につし、て候討

1ムNAsKEO 社のコンサルティングによる

バイオガス事業の特徴、技術、マネジメント

の善意点等について肩報奥行

骨格について検討

事業者 (クールアース、NASKEO 社) と渡

井村、JA くしろ丹頂により、畜産濃家の状

況なと浸地調査実旗

優居村、三楽背 (クールアース)より農家同

鶴居可、JA< しろ丹頂、鶴居ム=議会、事業

者でフランス国刃におけるバイオガスプラ

ント3際所視察

バイオカスブラント1号機近傍地農家への

説掌会

バイオガスプラント「弓機近傍地震家への

説明会

バイオガスプラント1号機折1g漣農家への

説明会

村隣誰農家全戸に絶するアンケート調査及

び各地域でのバイオマス勉強会を開1汀し、村

全体で収り組む事業計画として見直す,

下雪理、弱雪理、支雪禅、上t晃2 、幌8 、ト

久当呂地反で勉強会を開清,道勾各地で取り

組まれているバイオガスフラントの動向や

1消化液・再生敷料の利用につし、て情報交換。



7 フオローアップの方法

7.1 取組工程

小構想における事業化プコジ‐こクトたれ取組工程を◆-・岡に示す,

ムー稀は、社会情勢等も考慮しながら、進捗状況や取組による効果等を確認・把処し、

必要に応じて変更や修 .ド等、最適化を図る“

原則として、5豊後の平成 33′,:度を目途に中間汗制を行い、情窓の見直しを行う、

バイオガスプラン 1・の施設建設 1:車は、平成 29年 5 唯頁に者 "「:、発酵楢への乳牛ふん

尿の投入による立 r;開始は平成 30ィド5月頃を予定、本格稼働によるバィ ガス発竜・売

需半蔵 :{{)年 7月を予定 Lてン、る。

図 本構想の取組工程
年 H29 H30 H31 H32 1H33 H34 日35

2017 2。18 2019 2020 2021 2022 2023

H30

2018

H31

2019

H32

2020

H33

2021

H34

2022

H35

2023

H36

2024

H36

2024

H36

2024

試運転oー
;
本磁禄測

;

建設
試運転一

本禍稼餐

1、2号機の稼働
状況を踏まえだ」
計画策定

建設

-
▼

▲
-

丁年信 濃 30 H31
2017 2018 2019

1号機

　　

」也区

　　　

　　

池区

1、2号機の稼働　　　　　　計画策定
-- ー「÷ー ー

木貨バ 言t圃策定 .r
羊 1

イオマ ー ー 1
↓ス発電

7.2 進捗管理の指標例

本構想の進捗状況の管理指標例を、プロジェクトごとに次衣に示す,,
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表 進捗管理の指標例

全 体

<バイオマスの利用状況>

・筈バイオマスの利用量及て蹄」用率と□標達成率

・エネルギー (電気・熱)生産量、地1或内利用三 (地産焔淵率)

・□標達成率が魅し、厩舎はその泉区

・バイオマス活用施設にお1ブるトラフルの発牛状況

・廃棄物処理室 (可燃ごみ話、こみ雲、総合負担金等)

・これらの故き策、等

<バイオマス活用施設餐惰の湯含>

・副画、設計、胸元説qE、工事春の工程通りに進んでいるが

・遅れてし、る鳩合はその原因や対策、尊

家萱ふん尿有効利用フ□

ジエクト

木質バイオマス発電・熟

利用ブ○ジエクト

1

・発電三目標 (3プラントで a465,933 MWh) を拝成できてし、るか。

・余剰熱く3プラントで 6,4E37Gcal)の利用状況

・発重量目標 フラントで 438MWh) を達成できているか、

・余剰熱 (1プラントで 788MWn) の利用状況

G′I



7.3 効果の検証

7.3.1取組効果の客観的検証

小構想・を・だ現するため‘こ国漉轍癖寡駆竪瀞
施‐する各事実化プロジゴ

- -r ‐ゴ ーー
こ
‐-
-

Q雨※の方向性と只曾於鞄霧の娘示
10 多;『:応じ縞鯵の兄燃し実施‐する各事実化 プ ロジゴ 10必;「:応じ縞りの兄匙し

クトの迄欝 醗 上ぴ取粗 ‐
辱効果の検証は、各プロジェタ ー

　　　　　　　　　　 　　　
に実施す る,, 0鑓策の突施仏況

0藻感状坂などの捧認評価

具体的には、構想の策定か ..諭
畿
,
『
--

鯖雲禦ぐ耀潔寮費 -,尾霊園獅■1 ,. = デ
ー
′r≧ L

ィ-:的な動向や進捗状況を把 遮垂口金

侵し、必要に応 て]標や駅 図 pocAサイクルによる進捗管理及び取組効果の検証
組内容を見直す「中間評価」
を‘テう

主ノセ、計画期間の最終年露においては、バイ〆‐マメの利用量・利用中及び‐具体的な取

組内容の進捗状況、木幡想の取組効果の指標につい-[杷懇し、事後評価時点の構想の進

歩状況,や取組の効果を評価する 対策を才」い、実効様を高めていく。また効果の検&-給

米を踏まえ、必要に応じて構想の見直1を行う。

なお、中間評価並びに事後評価にっし、て将、必要に応じて鶴足そ煽̂ 1環境審議全そ環境

基本司‐面持達委員会等に報告し意見を求め、各評価以降の構想等の推進に反映ナる.

昨年度の反省を踏まえ、今年度当初上り・テーぐに 6 回にのぼる現地勉様公表おこない、

さらに将ボとも原料となる家畜ふん尿が安定的に利用できる:とを]的にアンケート調

査をおこなっ升‘4千頭羽のバイオガス希望額数が確保でき、全村 )ド:{の鴎数をカバー

すること力今できた,将来は 100%のバイオガス利用率にすることを]指すが、まずバー 1・

ナ一介業との 1号機の安定的稼働を全村ありん(取り紅そんその後、鶴居村の家畜ふん尿

性状に最適な「バイズ‐ガスプラント技狩」の改良、家畜ふん尿収集と消化液散布のため

の事業連携を含めた 1L くみ ′~くりにフィ‐‐ドバックーrる rDCA サ イクルをまわし、2

U‐機以降への亮型,覧威を拡大している‐
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家畜ふん尿の高度利用「(X)%

侮
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と
ニ
ー
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へ
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対
応

の 「臭気など生活環境改善

最
適
な
フ
ラ
ン
ト
建
総

ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
ま
と
め

3884頭L 一 . 」 L

第
三
者
に
よ
る
増
資

.1-L 一-- .
1
.--- ▲-- ‐ /

:
▲ - ム「

　

ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
ま
と
め

想定されるチェック項目 2
・

「‐地域経済に対する効果 農業者

・消化液施用効果 評価会 ユ
.・..・..・..▲.◆.・..・◆

　

時
代
と
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

最
適
な
プ
ラ
ン
ト
建
設

・労力削減効果など 1 適 ー 第

2‐事業者に河する評価 モデル ? - な 署
第
三
者
に
よ
る
精
査

・利益の適正評価 (不足、過剰) 検討 ,

・2・3号機への反映する技術項目 ズ

3.環境貢献評価
・臭気など地域環境への改善 技術評

価検討
: :

　 　
・流域環境への改善評価 1 ▲ .

.◆.

..・.
,.・・.・/

鶴居型バイオガスシステム

液肥とエネルギー利 合理的な 外部資本とパートナ
用の仕組み 集中型技術開発 -シップの手法

図 本構想におけるPDGAサイクルの具体的計画例
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7.3.2中間評価と事後評価

(1) 中間評価
計画期間の中間年となる平成 32ィー‐皮に実施する

1) バイオマスの種類別利用状況

2,1」頁の表で整理 ー芹バイオマスの秤類ごとに、5 年経過時.点での賦行員、利用量、

利用率を整理し、販売状況についても検討する,,

これらの数値は、バイオーデス活用施設における利用状況、廃棄物処理施設の受入量

実績値、事業者への1購取り調金、各縫統計資料等を利用して算定する。

なお、できる限り仝、ての数値を侮キ更新するように努めるとともに、が捉力法につ

いても継続的に検証し、より正確な数値の把握、検討に努める。

2) 取組の進捗状況

7,1」立の取組工程に基づいて、2つの重点施策ごとに取組の進捗状況を確認する,

利用量が少な＼＼ 進捗が遅れ‐〔いる筆の場合は、原因や課題を耕理する

3) 構想見直しの必要性

進捗状況の確認で袖謂された原因や課題に基づいて、ノ必要に応じて目標や取組内容を

見直し、事業の永続性・健全性の確保に努めろ。

①課題への対応
各麻紀における課題への対応も針を整理する、

②嘱想見直しの必要性
①の結果を基に、鶴居村バイオマス産業都市構想や各施策〔ブー1ジコ.クト) の実行

計画の見直しの必套1竺につ)、て検討する“

4) 構想の実行

日標や橘想を見直した場合を含めて、その達成ド向け好取組を実施する

(2) 事後評価

計回期間が終「する平成 37年度券目途に、計画期間終 r時点における (11 と同じ「バ

イオマスの種類別利用状況-「取組の進捗状況i に加えて、以下の項目等について実施す

る .,



1) 指標の設定
バイ‐マスの利用量・利用率以外に、本村の』競組の効果を評術・検;.iナる指標によ

り効果を測定する,

評価塙襟は 7‐3項の劉を参考にして設定する。

2) 改善措置等の必要性
進捗状況の確認、や評価推標にふる効果測定筆により柚出された各取組の原凶や課題

について、改善措置等の必要・PLを検討◆繁鉾する。

3) 総合評価
計画期間全体の達成状況に′:)い-ぐ総合評価を行う。

前項で検討・整理Lた改善措置等の必婆性や社会情勢の変化等を踏まえ、計画期間

終了後の ]標達成の見通いこ/)いて検討・整理する。

鶴居村バイオガス幹進協議会に上記内容を激告し、次期構想策定に向けた課題整理

や今後有効な取組について助言者ネ身【検討を行う。
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8 他の地域計画との有機的連携

8.1 村内計画との有機的連携

ィ・構想は、「夢‐・チャレンジ・鶴居びと四季の詩が流れる大ー世1の実現を目指す↓第 4

次鶴居村総合計‐面 -を最L位瀞画として、平成 27年度に策定しか「鶴居+ずまち・ひと・

しごと創生総合戦略及び鶴居村人ロごジゴンーなどの利の計画と涼携・糖合を図りなが

ら、バイオマス.み髪都市の実現を]指す。

北海道は、平成 25 年度に北海通バイメマメ福州計画を策定し、バイオv ス利用の促進

を図っている,,この中、で、家畜排せつ物については、堆肥利用に刀-1え、メタン発酵寺の

カスケード利用、高度ね」雨を推進するとしている 派た、平成 22 には北海道剛球温暖

化推進計画を策定し、バイオマス宛澱など発電分野への再生可能ェ女′レギ・‐の利鳥の私

大、バイオヘマスの約一括用の推進を図っ‐〈いる,,北海道の ,ニうした施策とも連携 して、本

構想を推世 Lていく。

また、本バイオ・マス産業都市構想で進める事美は本村でのー也球温暖化刈束の中核とも

なるものである 事業の欠現を進める中で、グリーンプラン・パー トナ・ーシップ事業 {Gi'1'

事業)者受けた本村の漏-纂fヒ腕-r‐対策も進めていく

この袴か、必要に応じ、て、岡辺 -.-治体や都道府県外等を含む関係機関におりる構想 ◆

計画・取組等とも遠携を図りながら推進する

表 本構想と連携する地域計画-覧

破き村第4次

総合計画

　　　　　　　

と・しこと創生

轍合戦略

,
轍含戦略

1

　　　　 　
　

　　 　
平成20 年 平域20 年 将来のおらづくりの指針として H20 年度から

3月 ~

平就29 坪

平成28年

2月

平成 27iF

平成31 ヰ

H29 年度までの 10 年間を計画期間とする鞄 4

次鶴居村総合計画を策定した。新エネルギーにつ

いて慣行定のエネ」レギーヘの依存解消や地‐求淋B審

化防止の観点から、新たなエネルギーの導入に向

1ブた取り組みが求められているが、親任、具体的

な取り緩みには至つていなし、とし、太陽熱やバイ

オマス燃蜂などの有効利明に同1ブだ言及啓発と電

杏研究を千な施策・事業としてし、る、

村でー三人U減少対会に刺癒すべ<、人□の動向分

村や 2060 年までの人□挫言1及び将来展望を示

す「鶴居村人□ビジョン」並びに「僕后村人[ビ

ジョン」に定めた将来目標人□を逗助けるための

今後5か年の施策等を示す「際后村まち・ひと・
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‐
上
平

.

　
　

　

筋

刺

(

鶴居村酪農・肉 平成 28 年 .半成 28 年

用牛生産近代 5月

化計画琶 半域37 年

鶴居村瀞磁化 平成29 坪 平成27ー2013 年

対策実行計画 2月

(区域施策線) iF成 62(20ミぬ}年

バイオマス活

用推進計画

平成29 年 平成29 年度

(策定予定) ~

平成33年麦

しこと創生総合戦略」を平成27 年度中に旨定し

た“

長峯の高謙化と成長建築化の具体的な事業として

-バイオマス産業都市種端に基づく家畜排せつ物バ

イオガス等再牛可影エネルギー地域循員推進1$饗

(新規)を挙げている,平成26 坪麦末時点では

再生エネルギー施奪離党率は 0%であるが、平成

31 年度末r=は 30%ILすることを数値目標とし

ている、

スラリー状の家畜排せつ物の豪気低減や豹琢温暖

化防止など-こ1劃1ブ、施設塾脂費や縫掩誓罪コスト、

消化液等の処理・利用に留意し、家畜排せつ物の

メタン発猿などエネルギー活用等を地域の実時を

倦まえながら推進する‘

第4次鶴居村総合計画のもと策定された環膳基本

計回の下1立に1立置づーブられ、利男、事業所、行一敗

の舞主体が、それぞれの役割に恥じた温室効果ガ

スの排出規制対策を総合的かつ計画的に樵達する

ことを目的として策定された.哀楽におーブる温室

効米ガスの排出三は、軽麹の侠月及び家畜排せつ

勿が半数以上を占めている。軽…正は主に農業用蝶

棚で使われ、家畜排せつ物はバイオガスを活用す

ることにより温室効冥ガス…奔出室を削減できると

し、削減目標の実現に向けた殴り掴み方針として

し、る r

本計画と並行して策定されるもので、バイオマス

の安定的な木」活用を喚証するために、バイオマス

利用量の調査、計画の進捗状況や目標の達域状況

なとを受へ施する.

7イ〕




